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大
　
原
　
ま
ゆ
み

	

一
　
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
美
術
立
国

バ
イ
エ
ル
ン
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
（K

önig Ludw
ig I. August von 

Bayern, 1786–1868

）
は
、
一
八
二
五
年
十
月
に
父
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・

ヨ
ー
ゼ
フ
の
後
を
襲
っ
て
、
南
ド
イ
ツ
の
小
王
国
バ
イ
エ
ル
ン
の
第
二
代

国
王
に
即
位
し
た
。
君
主
と
し
て
の
彼
の
功
績
は
、
主
に
そ
の
旺
盛
か
つ

か
な
り
性
急
な
美
術
推
進
活
動
に
よ
っ
て
形
を
遺
し
た
。
記
念
碑
の
建
立

（
ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
、
解
放
記
念
堂
、
バ
イ
エ
ル
ン
栄
誉
記
念
堂
と
バ
ヴ
ァ
リ

ア
像
、
陸
軍
戦
没
者
の
た
め
の
オ
ベ
リ
ス
ク
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
立
像
、
選
帝

侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
騎
馬
像
、
父
王
座
像
、
武
将
堂
と
凱
旋
門
、
王
の
広

場
前
門
な
ど
）
を
は
じ
め
、
王
宮
の
増
築
と
装
飾
（
祝
祭
棟
、
王
家
居
住

棟
お
よ
び
宮
廷
礼
拝
堂
の
新
設
、
庭
園
ア
ー
ケ
ー
ド
の
壁
画
）、
芸
術
施

設
の
開
設
（
劇
場
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
展
覧
会
場
）、
中

世
の
建
造
物
の
保
存
修
復
と
改
築
（
バ
ン
ベ
ル
ク
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク

お
よ
び
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
大
聖
堂
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
旧
市
門
な
ど
）、
首
都

の
人
口
増
加
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
主
義
ネ
オ
様
式
に
よ
る
聖
堂

区
聖
堂
の
新
築
等
、
そ
の
範
囲
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
1
。
王
自
ら
が
先

頭
に
立
ち
、
机
上
の
プ
ラ
ン
に
留
ま
ら
ず
実
現
さ
せ
た
も
の
が
大
多
数
だ

っ
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。

彼
が
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
背
景
に
は
、
い
く
つ
か
の
歴
史
的
巡

り
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
王
国
は
成
立
し
て
間
も
な
く
、
特
に
首
都

の
整
備
は
重
要
だ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
と
は
い
え
時
代
は
既
に
近
代
へ

と
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
、「
遅
れ
て
来
た
王
」
で
あ
る
彼
は
、
列
強
の

間
で
の
舵
取
り
を
し
な
が
ら
国
民
の
教
育
や
福
祉
に
も
配
慮
す
る
必
要
が

あ
り
、
君
主
の
あ
り
方
、
小
国
の
存
在
感
、
ど
の
よ
う
に
し
て
名
を
遺
す

か
を
考
え
た
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
、
美
術
に
お
い
て
新
時
代
を
画
し
た

バ
イ
エ
ル
ン
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
の
美
術
館
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い
と
考
え
る
気
鋭
の
美
術
家
た
ち
に
、
早
い
時
期
に
出
会
っ
た
こ
と
で
あ

る
。第

一
の
点
か
ら
言
う
と
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
誕
生
の
時
点
で
は
一
介
の

小
貴
族
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
確
か
に
彼
の
属
す
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ハ
家

は
、
十
二
世
紀
末
に
バ
イ
エ
ル
ン
公
爵
、
十
三
世
紀
初
頭
に
は
プ
フ
ァ
ル

ツ
伯
爵
（
ラ
イ
ン
宮
中
伯
）
と
い
う
高
い
地
位
に
封
ぜ
ら
れ
、
選
帝
侯
制

が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
常
に
そ
の
一
席
ま
た
は
二
席
、
最
大
で
四
席
を
占

め
、
短
期
な
が
ら
二
度
皇
帝
を
出
し
た
こ
と
も
あ
る
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国

内
で
も
指
折
り
の
名
門
で
あ
る
2
。
し
か
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
系
と
プ
フ
ァ

ル
ツ
系
は
長
ら
く
仲
が
悪
く
、
さ
ら
に
後
者
は
系
統
分
裂
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
父
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ヨ
ー
ゼ
フ
（
以
下
マ
ッ
ク
ス
と
表
記
）
は
、

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
傍
系
ビ
ル
ケ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
出
で
、
こ
の
系
は
代
々
フ
ラ

ン
ス
王
に
仕
え
て
外
国
人
編
成
軍
の
指
揮
を
執
る
の
を
生
業
と
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
名
付
け
親
は
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ

十
六
世
だ
っ
た
。
大
国
の
王
の
名
を
も
ら
っ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
家
内

で
は
フ
ラ
ン
ス
風
に
ル
イ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

十
八
世
紀
に
入
る
と
、
隣
接
す
る
強
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
に

対
抗
す
る
た
め
、
バ
イ
エ
ル
ン
系
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
は
こ
れ
ま
で
の
不
仲

を
解
消
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
家
内
団
結
、
そ
し
て
正
嫡
男
子
の
減
少
に

備
え
た
家
系
統
合
の
契
約
（H

ausunion

）
を
結
ん
だ
。
一
七
七
七
年
に

ま
ず
バ
イ
エ
ル
ン
系
が
断
絶
、
契
約
に
従
っ
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
＝
ズ
ル
ツ

バ
ハ
系
の
カ
ー
ル
・
テ
ー
オ
ド
ル
が
最
も
古
い
系
統
の
男
子
と
し
て
家
督

を
継
ぎ
、
宗
旨
は
カ
ト
リ
ッ
ク
、
居
城
を
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
置
い
た
。
し

か
し
、
彼
自
身
は
こ
の
田
舎
町
に
愛
着
を
持
て
ず
、
城
下
町
は
発
展
し
な

か
っ
た
。
一
七
九
五
年
に
な
る
と
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
＝
ツ
ヴ
ァ
イ
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
ン
系
の
断
絶
を
受
け
て
マ
ッ
ク
ス
が
そ
の
公
爵
位
を
継
ぎ
、
正
嫡
男
子

の
い
な
い
高
齢
の
カ
ー
ル
・
テ
ー
オ
ド
ル
の
後
継
者
候
補
に
浮
上
、
四
年

後
に
彼
が
亡
く
な
る
と
、
契
約
の
準
備
段
階
で
は
声
も
掛
け
ら
れ
な
か
っ

た
ビ
ル
ケ
ン
フ
ェ
ル
ト
系
の
マ
ッ
ク
ス
が
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ハ
家
全
体

の
当
主
兼
選
帝
侯
と
な
り
、
マ
ン
ハ
イ
ム
か
ら
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
へ
と
入
城

し
た
。

　

こ
の
頃
は
、
ち
ょ
う
ど
大
革
命
と
そ
れ
に
続
く
戦
乱
の
中
か
ら
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
が
急
速
に
台
頭
し
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。
マ
ッ
ク
ス
は
当
初

は
対
仏
同
盟
に
同
調
し
て
い
た
が
、
ほ
ど
な
く
常
勝
ナ
ポ
レ
オ
ン
側
に
付

く
こ
と
を
選
ん
だ
。
後
者
の
後
ろ
盾
で
行
な
わ
れ
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
内

の
領
土
再
編
（
主
に
司
教
領
や
修
道
院
領
の
吸
収
）
に
乗
じ
て
、
バ
イ
エ

ル
ン
は
領
土
・
人
口
と
も
に
一
挙
に
約
一
・
五
倍
に
膨
ら
み
、
ラ
イ
ン
地

方
で
の
喪
失
を
埋
め
合
わ
せ
た
上
、
一
八
〇
六
年
元
旦
に
は
帝
国
法
に
よ

ら
ず
に
王
国
に
昇
格
し
て
、
同
年
十
月
の
帝
国
の
消
滅
を
後
押
し
し
た
。

主
権
国
家
の
長
と
な
っ
た
マ
ッ
ク
ス
は
、
翌
年
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
の
連
れ

子
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
養
子
と
な
っ
た
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
に
娘
ア
ウ
グ
ス
テ
を
嫁

が
せ
、
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
と
姻
戚
を
結
ん
だ
。
バ
イ
エ
ル
ン
が
ラ
イ
ン
同
盟

か
ら
対
仏
同
盟
に
復
帰
す
る
の
は
、
一
八
一
三
年
十
月
の
「
諸
国
民
の
戦

い
」
直
前
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
が
、
お
か
げ
で
ナ
ポ

レ
オ
ン
失
脚
後
も
王
国
は
保
た
れ
た
3
。

　

マ
ッ
ク
ス
は
こ
の
よ
う
に
天
啓
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
棚
ぼ
た
式
に
、
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王
位
ま
で
上
り
詰
め
た
が
、
そ
の
時
に
は
既
に
五
十
歳
を
目
前
に
し
て
い

た
。
そ
れ
で
も
、
第
二
の
近
代
化
と
い
う
点
で
は
、
彼
の
代
に
宰
相
モ
ン

ジ
ュ
ラ
の
も
と
で
精
力
的
な
内
政
改
革
が
行
な
わ
れ
、
統
治
、
財
政
、
税

制
、
軍
事
等
の
機
構
を
刷
新
し
た
。
一
八
〇
八
年
に
は
簡
略
な
が
ら
フ
ラ

ン
ス
型
の
憲
法
（K

onstitution

）
を
発
布
、
こ
れ
に
よ
っ
て
バ
イ
エ
ル
ン

は
ド
イ
ツ
諸
国
の
中
で
は
早
期
に
立
憲
君
主
制
に
移
行
し
、
十
年
後
の
新

憲
法
（Verfassung
）
で
は
、
民
の
代
表
も
参
加
す
る
議
会
も
開
設
さ
れ
た
。

し
か
し
、
首
都
に
王
都
ら
し
い
姿
を
与
え
る
仕
事
の
大
き
な
部
分
は
息
子

の
代
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の
都
市
改
造
計
画
は
、
王
太
子
時
代
を
含
め
、
主
に
ル

ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
も
と
で
進
め
ら
れ
た
4
。
ま
ず
狭
い
旧
市
街
を
囲
ん
で
い

た
城
壁
を
壊
し
、
そ
の
外
側
に
碁
盤
目
の
よ
う
に
区
画
さ
れ
た
新
市
街
地

を
拓
き
、
要
所
に
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
る
大
通
り
や
広
場
を
設
け
た
。
そ
こ

に
先
述
の
芸
術
施
設
に
加
え
て
、
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
か
ら
移
設
し
た
大
学
や

図
書
館
の
よ
う
な
文
教
施
設
、
さ
ら
に
郵
便
局
、
病
院
、
兵
舎
、
鉄
道
駅
、

イ
ザ
ー
ル
川
に
架
か
る
橋
、
と
い
っ
た
都
市
機
能
に
直
結
す
る
イ
ン
フ
ラ

が
、
集
中
し
て
整
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
「
公
共
事
業
」
に
伴
い
、
名
の

あ
る
学
者
た
ち
が
招
聘
さ
れ
、
彫
刻
鋳
造
所
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
工
房
な

ど
の
美
的
生
産
施
設
も
新
た
に
開
設
さ
れ
、
文
化
と
経
済
両
面
か
ら
王
国

の
活
性
化
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
王
は
美
術
館
等
に
留
ま
ら
ず
、
王
宮

の
一
部
ま
で
を
も
市
民
に
開
放
し
、
そ
の
「
美
的
教
育
」
の
用
に
供
し
た
。

　

第
三
の
、
美
術
家
た
ち
と
の
交
流
は
、
特
に
初
期
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
を

契
機
に
推
進
さ
れ
た
。
一
八
〇
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
の
第
一
回
イ
タ

リ
ア
旅
行
は
、
十
代
末
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
と
っ
て
の
グ
ラ
ン
ド
・
ツ

ア
ー
で
あ
り
、
こ
の
時
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
・
カ
ノ
ー
ヴ

ァ
（Antonio C

anova, 1757–1822

）
の
彫
刻
展
を
見
、
特
に
青
春
の
女

神
ヘ
ー
ベ
ー
像
に
感
動
し
た
こ
と
か
ら
美
術
に
開
眼
し
た
と
い
う
5
。
ロ

ー
マ
で
は
古
代
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
名
品
を
ひ
と
と
お
り
見
た
ほ
か
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
彫
刻
家
ベ
ル
テ
ル
・
ト
ー
ヴ
ァ
ル
セ
ン
（Bertel Th

orvaldsen, 
1770–1844

）、
ス
イ
ス
出
身
の
画
家
ア
ン
ゲ
リ
カ
・
カ
ウ
フ
マ
ン

（Angelika K
auffm

ann, 1741–1807

）
な
ど
、
主
に
ド
イ
ツ
系
の
新
古
典

主
義
者
た
ち
と
接
触
し
た
6
。
こ
の
時
か
ら
王
太
子
は
美
術
品
の
蒐
集
に

も
着
手
し
、
ロ
ー
マ
に
長
期
滞
在
し
て
い
た
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の
風
景
画
家

ゲ
オ
ル
ク
・
デ
ィ
リ
ス
（Johann G

eorg D
illis, 1759–1841

）
を
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
と
し
た
。

　

第
二
回
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
は
、
戦
後
間
も
な
い
一
八
一
七
│
一
八
年
に

行
な
わ
れ
た
。
か
ね
て
よ
り
父
の
フ
ラ
ン
ス
寄
り
政
策
に
は
批
判
的
で
、

解
放
戦
争
へ
の
参
加
を
強
く
進
言
し
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
こ
の
時
期
に

は
長
髪
に
古
ド
イ
ツ
装
束
で
町
を
闊
歩
し
、
ま
た
、
ロ
ー
マ
在
住
の
ド
イ

ツ
人
美
術
家
た
ち
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
洗
礼
を
受
け
た
ロ
マ
ン
主
義

の
世
代
へ
と
交
代
し
て
い
た
。
な
か
で
も
ナ
ザ
レ
派
の
グ
ル
ー
プ
は
、
プ

ロ
イ
セ
ン
総
領
事
館
の
置
か
れ
た
バ
ル
ト
ル
デ
ィ
荘
（
現
ヘ
ル
ツ
ィ
ア
ー

ナ
図
書
館
）
に
、
前
年
か
ら
フ
レ
ス
コ
壁
画
サ
イ
ク
ル
を
制
作
し
て
注
目

を
集
め
、
続
い
て
イ
タ
リ
ア
人
マ
ッ
シ
モ
侯
爵
か
ら
の
注
文
を
受
け
、
そ

の
カ
ジ
ノ
を
飾
る
イ
タ
リ
ア
古
典
文
学
を
主
題
と
す
る
天
井
画
と
壁
画
に

取
り
組
ん
で
い
る
最
中
だ
っ
た
。
彼
ら
、
こ
と
に
当
時
そ
の
リ
ー
ダ
ー
格



バイエルン王ルートヴィヒ一世の美術館

149

だ
っ
た
ペ
ー
タ
ー
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
（Peter C

ornelius, 1783–1867

）
は
、

ド
イ
ツ
絵
画
に
新
た
な
活
力
を
与
え
る
に
は
公
の
眼
に
触
れ
る
大
作
を
手

掛
け
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
が
必
要
だ
と
考
え
、

ロ
ー
マ
を
訪
れ
る
ド
イ
ツ
の
要
人
た
ち
に
、
折
に
触
れ
て
そ
の
こ
と
を
訴

え
て
い
た
。
建
築
に
直
接
描
か
れ
る
大
画
面
絵
画
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る

彼
ら
と
、
多
く
の
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
準
備
中
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
は

意
気
投
合
し
、
王
太
子
の
帰
国
に
際
し
て
は
美
術
家
た
ち
に
よ
る
盛
大
な

送
別
会
が
催
さ
れ
た
7
。
帰
途
に
同
行
し
た
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
は
、
ミ
ュ
ン

ヒ
ェ
ン
で
次
々
と
大
き
な
仕
事
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
そ
の
後
、
王
太
子
時
代
だ
け
で
も
さ
ら
に
二
度
イ
タ

リ
ア
に
赴
き
、
ナ
ザ
レ
派
と
の
親
交
を
深
め
た
。
一
八
二
五
年
に
は
ユ
ー

リ
ウ
ス
・
シ
ュ
ノ
ル
・
フ
ォ
ン
・
カ
ロ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
（Julius Schnorr 

von C
arolsfeld, 1794–1872

）、
翌
年
に
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
オ
ー
ヴ
ァ

ー
ベ
ッ
ク
（Johann Friedrich O
verbeck, 1789–1869

）
を
、
立
て
続
け

に
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
招
聘
し
（
後
者
は
家
庭
の
事
情
に
よ
り
辞
退
）、
こ

の
派
に
対
す
る
期
待
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
特
に
シ
ュ
ノ
ル
が
ミ
ュ
ン

ヒ
ェ
ン
で
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
、
古
代
史
や
神
話
で
は
な
く
、
祖
国
の
歴

史
や
伝
承
を
描
く
歴
史
画
と
い
う
新
ジ
ャ
ン
ル
の
確
立
・
普
及
に
貢
献

し
8 

、
王
は
そ
れ
ら
を
一
般
公
開
す
る
こ
と
で
、
美
術
お
よ
び
歴
史
を

通
し
た
国
民
教
育
の
一
環
と
し
た
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
一
八
一
五
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
百
日
天
下
に
対
す
る

勝
利
者
の
ひ
と
り
と
し
て
パ
リ
を
訪
れ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
ボ
ナ
パ
ル

ト
一
族
失
脚
の
あ
お
り
を
受
け
て
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
王
国
宮
廷
建

築
家
の
職
を
失
い
、
伺
候
先
を
探
し
て
い
た
レ
オ
・
ク
レ
ン
ツ
ェ
（Leo 

K
lenze, 1784–1864

）
と
再
会
し
た
。
野
心
家
で
有
能
な
ク
レ
ン
ツ
ェ
は
、

こ
れ
を
機
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
建
築
計
画
の
多
数
に
関
わ
り
、
統
率
を
担

う
一
方
、
王
の
美
術
上
の
顧
問
や
旅
行
の
同
行
者
、
時
に
外
交
官
役
も
務

め
る
な
ど
、
宮
廷
内
外
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
9
。

　

こ
う
し
た
外
部
か
ら
招
か
れ
た
美
術
家
た
ち
に
加
え
、
建
築
家
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ゲ
ル
ト
ナ
ー
（Friedrich G

ärtner, 1792–1847

）
や

彫
刻
家
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
タ
ー
ラ
ー
（Ludw

ig M
ichael 

Schw
annthaler, 1802–48

）
の
よ
う
に
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
で
育
成
さ
れ
た
美

術
家
た
ち
も
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
た
め
に
腕
を
揮
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
王
と
同
世
代
か
、
さ
ら
に
若
く
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア

の
初
期
に
見
出
さ
れ
、
多
く
は
長
期
に
亘
っ
て
彼
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た

こ
と
で
あ
る
。
若
々
し
く
挑
戦
的
な
実
働
部
隊
を
持
つ
こ
と
は
、
次
々
と

企
画
を
繰
り
出
す
王
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。

短
気
な
「
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
」
で
あ
る
王
は
、
美
術
家
に
無
理
な
要
求
を

し
、
互
い
に
競
わ
せ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
功
績
に
名

誉
で
報
い
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
、
ク
レ
ン
ツ
ェ
、
ゲ
ル
ト
ナ
ー
、
シ
ュ
ヴ
ァ

ン
タ
ー
ラ
ー
ら
多
数
を
貴
族
に
列
し
て
い
る
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
こ
の
よ
う
に
、
小
王
国
の
立
憲
君
主
に
許
さ
れ
た
資

源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
美
術
政
策
に
注
い
だ
こ
と
は
、
決
し
て
無
駄
に
は
な

ら
な
か
っ
た
。
美
術
館
や
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
を
用
意
し
、
注
文
・
買
い
上

げ
・
展
示
の
チ
ャ
ン
ス
を
通
じ
て
美
術
家
に
活
躍
の
場
を
与
え
、
栄
誉
で

遇
し
た
こ
と
は
、
十
九
世
紀
半
ば
か
ら
第
一
次
大
戦
前
ま
で
の
「
美
術
都
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市
」
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の
繁
栄
と
国
際
的
名
望
に
、
確
実
に
つ
な
が
っ
た
の

で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
彼
の
在
位
中
は
国
家
や
首
都
の
財
政
に
、
退
位

後
は
王
位
を
継
い
だ
長
男
に
、
大
き
な
負
担
を
か
け
る
も
の
だ
っ
た
10
。

	

二
　
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
美
術
館

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
手
が
け
た
美
術
に
関
わ
る
事
業
は
前
項
で
見
た
よ
う

に
多
岐
に
亘
り
、
関
連
文
献
は
一
次
資
料
・
二
次
資
料
と
も
に
多
数
に
上

る
が
、
こ
の
小
論
で
は
彼
の
開
設
し
た
三
つ
の
美
術
館
を
取
り
上
げ
、
そ

の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
十
八
世
紀
中
頃
よ
り
、
王
候
貴
族
の
私
的
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
一
般
の
人
々
が
享
受
し
、
開
か
れ
た
研
究
・
教
育
機
関

で
も
あ
る
美
術
館
へ
と
移
行
す
る
動
き
が
現
れ
る
。
フ
ォ
ル
カ
ー
・
プ
ラ

ー
ゲ
マ
ン
の
挙
げ
て
い
る
例
で
は
、
ロ
ー
マ
の
ア
ル
バ
ー
ニ
荘
、
ロ
ン
ド

ン
の
大
英
博
物
館
（
現
大
英
博
物
館
の
前
身
）、
カ
ッ
セ
ル
の
フ
リ
ド
リ

ツ
ィ
ア
ー
ヌ
ム
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
ピ
オ
・
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
ノ
美
術
館
、

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
シ
ュ
ラ
イ

ス
ハ
イ
ム
の
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ヴ
ィ
ー
ン
の
帝
室
絵

画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
美
術
史
美
術
館
の
前
身
）、
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
美
術
館

と
フ
ラ
ン
ス
文
化
財
美
術
館
（
そ
れ
ぞ
れ
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
と
ク
リ
ュ
ニ

ー
美
術
館
の
前
身
）
が
、
一
七
四
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
各
地

に
生
ま
れ
て
い
る
11
。

こ
の
う
ち
、
枢
機
卿
の
別
邸
で
あ
る
ア
ル
バ
ー
ニ
荘
は
テ
ー
マ
別
展
示

で
非
公
開
、
王
に
購
入
を
拒
ま
れ
た
一
般
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
基
と
な

っ
た
大
英
博
物
館
は
、
美
術
品
を
収
集
に
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
十

九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
の
フ
リ
ド
リ
ツ
ィ
ア
ー

ヌ
ム
は
「
驚
異
の
部
屋
」
型
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
限
定
公
開
、
教
皇
庁
の

古
代
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
テ
ー
マ
別
展
示
で
や
は
り
限
定
公
開
で
あ
っ

た
た
め
、
近
代
的
な
意
味
で
の
美
術
館
と
呼
ぶ
の
は
ま
だ
難
し
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
一
七
七
〇
年
代
後
半
に
新
規
開
設
さ
れ
た
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
と
ヴ
ィ
ー
ン
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
二
館
と
も
バ
ー
ゼ
ル
の
銅
版

画
家
・
出
版
業
者
・
画
商
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ォ
ン
・
メ
ヒ
ェ
ル

（C
hristian von M

echel, 1737–1817

）
に
よ
っ
て
美
術
史
的
原
理
に
則

っ
た
体
系
化
を
行
な
い
、
選
ば
れ
た
作
品
を
画
派
別
・
年
代
順
に
展
示
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
公
衆
の
教
育
に
役
立
つ
公
共
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
、
カ
タ
ロ
グ
も
ま
た
刊
行
さ
れ
た
12
。
ま
た
、
革

命
後
に
開
か
れ
た
パ
リ
の
美
術
館
は
、
貴
族
や
宗
教
施
設
の
所
有
物
だ
っ

た
美
術
品
を
民
衆
に
開
放
し
、
教
化
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
無
料
で
一
般

公
開
さ
れ
た
。
こ
と
に
中
央
美
術
館
、
次
い
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
美
術
館
と
改

名
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
美
術
館
は
、
や
は
り
美
術
史
的
見
地
か
ら
流
派
ご

と
・
年
代
順
の
体
系
的
な
展
示
を
し
た
上
、
各
作
品
に
説
明
書
き
を
付
け
、

安
価
な
カ
タ
ロ
グ
も
販
売
さ
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
全
盛
期
に
は
、
戦
利

品
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
優
品
を
集
め
た
驚
異
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
誇
っ
た
が
、
風
雲
児
の
失
脚
後
に
は
略
奪
品
の
相
当
部
分
が
返
却
さ
れ

て
い
る
13
。



バイエルン王ルートヴィヒ一世の美術館

151

こ
れ
ら
三
館
は
、
近
代
的
美
術
館
の
は
し
り
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
は
十
八
世
紀
初
頭
に
既
に
宮
殿
に
接
し

て
建
て
ら
れ
て
い
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ヴ
ィ
ー
ン
で
は
上
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
、

パ
リ
で
は
ル
ー
ヴ
ル
宮
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
う
、
在
来
の
建
物

内
に
置
か
れ
て
い
た
。
上
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
宮
は
か
つ
て
オ
イ
ゲ
ン
公
の

夏
の
御
殿
で
、
両
翼
に
連
な
る
部
屋
と
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
開
口
部
が
と
も

に
一
直
線
上
に
並
ぶ
バ
ロ
ッ
ク
宮
殿
建
築
の
構
造
を
持
ち
、
ル
ー
ヴ
ル
宮

グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
革
命
前
か
ら
公
開
を
前
提
と
し
た
美
術
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て
改
築
中
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
美
術
館
に
転
用
で
き
る
大
型

で
使
い
勝
手
の
よ
い
建
造
物
が
既
に
近
場
に
あ
っ
た
た
め
に
、
使
用
目
的

に
特
化
し
た
建
築
を
ゼ
ロ
か
ら
作
る
と
い
う
選
択
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
新
し
い
時
代
と
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
応
し
た
美
術
館
な
い
し
は
博

物
館
専
用
建
築
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
設
計
案
が
い
く
つ
も
公
表
さ
れ
た
も

の
の
、
構
想
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
作
ら
せ
た
三
つ
の
美
術
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最

初
か
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
そ
の
展
示
法
に
合
わ
せ
た
美
術
館
専
用
建
築
を

備
え
て
い
た
。
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
は
形
成
途
上
の
都
市
で
あ
り
、
王
宮
で
さ

え
様
々
な
時
代
に
築
か
れ
た
比
較
的
小
さ
な
棟
の
複
合
体
で
、
教
会
堂
群

は
世
俗
化
さ
れ
ず
に
現
役
で
あ
り
続
け
た
た
め
、
転
用
し
よ
う
に
も
適
し

た
建
造
物
が
存
在
せ
ず
、
美
術
館
の
建
物
は
都
市
計
画
の
一
環
と
し
て
新

た
に
建
設
す
る
し
か
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
こ
う
し
て
一
八
三
〇
年
に

開
館
（
仮
開
館
は
そ
の
二
年
前
）
し
た
最
初
の
美
術
館
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー

ク
は
、
同
年
に
未
完
部
分
を
残
し
な
が
ら
開
館
に
踏
み
切
っ
た
カ
ー
ル
・

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ン
ケ
ル
設
計
の
ベ
ル
リ
ン
の
美
術
館
（
現
ア
ル
テ

ス
・
ム
ー
ゼ
ウ
ム
）
と
並
ん
で
、
最
初
の
独
立
し
た
近
代
美
術
館
建
築
と

な
っ
た
。

プ
ロ
イ
セ
ン
王
宮
前
に
誕
生
し
た
ベ
ル
リ
ン
の
美
術
館
が
、
中
央
に

彫
刻
ホ
ー
ル
を
置
き
、
周
囲
に
絵
画
展
示
室
を
配
し
た
複
合
展
示
だ
っ

た
の
に
対
し
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
美
術
館
は
、
財
政
上
の
都
合
も
あ
っ

て
か
、
ま
ず
彫
刻
を
収
め
た
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
、
次
に
古
絵
画
を
集
め

た
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
、
最
後
に
同
時
代
絵
画
用
の
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ

コ
テ
ー
ク
と
、
順
を
追
っ
て
別
個
に
開
設
さ
れ
た
。
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク

（G
lyptothek

）、
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
（Pinakothek

）
と
い
う
名
称
は
、
ビ
ブ

リ
オ
テ
ー
ク
（
本
を
収
め
た
箱
や
棚
、
蔵
書
室
ま
た
は
図
書
館
）
の
応
用

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
彫
刻
あ
る
い
は
絵
画
を
集
め
て
保
存
す
る
場
所
を
表

す
、
ギ
リ
シ
ャ
語
由
来
の
新
造
語
で
あ
る
14
。
先
の
二
館
が
、
開
館
以
降

の
収
蔵
・
展
示
の
顕
著
な
増
加
や
変
更
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
対

し
、
ド
イ
ツ
絵
画
を
主
対
象
と
す
る
最
後
の
館
は
、
収
蔵
・
展
示
が
時
を

追
っ
て
変
わ
っ
て
行
く
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
視
野
に
入
れ
た
、
未
来
に
向

か
っ
て
開
か
れ
た
施
設
だ
っ
た
。
こ
の
最
後
の
館
に
よ
っ
て
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
は
、
宮
廷
か
ら
直
接
受
注
し
た
わ
け
で
は
な
い
作
品
を
も
将
来
に
亘
り

蒐
集
の
対
象
に
す
る
こ
と
で
、
単
な
る
愛
好
家
や
施
工
主
に
留
ま
ら
な
い

継
続
的
美
術
後
援
者
と
し
て
の
顔
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
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二
│
二　

グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク

二
│
二
│
ａ　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

最
初
に
着
手
さ
れ
た
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー

マ
彫
刻
を
主
対
象
と
す
る
美
術
館
で
あ
る
15
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ハ
家
の

相
続
財
産
に
は
、
近
世
君
公
の
例
に
漏
れ
ず
、
十
六
世
紀
以
来
古
代
彫
刻

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
は
し
た
が
、
ア
ル
プ
ス
の
北
ら
し
い
さ
さ
や
か

な
内
容
で
、
ブ
ロ
ン
ズ
や
石
膏
の
複
製
が
主
だ
っ
た
た
め
、
美
術
館
で
展

示
す
る
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
新
た
に
形
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

古
代
彫
刻
は
現
存
す
る
作
品
自
体
が
希
少
な
こ
と
か
ら
、
後
発
の
コ
レ

ク
タ
ー
は
一
般
に
不
利
と
言
え
る
。
し
か
し
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
蒐
集
を

開
始
し
た
十
九
世
紀
初
頭
は
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
と
イ
タ
リ
ア
戦
役
の

混
乱
の
後
、
古
代
美
術
品
の
発
掘
や
売
買
が
再
開
さ
れ
た
時
期
に
当
た

り
、
政
治
変
動
に
翻
弄
さ
れ
て
所
蔵
品
を
解
体
・
売
却
す
る
大
コ
レ
ク
タ

ー
た
ち
も
出
て
い
た
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
好
機
が
到
来
し
て
い
た
。
と

は
い
え
、
財
政
規
模
か
ら
い
っ
て
も
既
存
の
有
名
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
抗

す
る
の
は
無
理
で
あ
る
た
め
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
数
で
は
な
く
質
で
勝
負

し
よ
う
と
考
え
、
入
手
可
能
な
範
囲
で
最
上
の
も
の
と
特
別
に
美
し
い
も

の
だ
け
を
購
入
し
、
質
が
高
け
れ
ば
断
片
も
可
と
い
う
方
針
を
立
て
、
一

八
一
〇
│
一
一
年
か
ら
先
述
の
デ
ィ
リ
ス
の
ほ
か
、
ロ
ー
マ
在
住
の
画

家
兼
彫
刻
家
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
（Johann M

artin W
agner, 

1777–1858

）、
ギ
リ
シ
ャ
滞
在
中
の
建
築
家
カ
ー
ル
・
ハ
ラ
ー
・
フ
ォ

ン
・
ハ
ラ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
（C

arl H
aller von H

allerstein, 1774–1817

）

を
個
人
的
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
雇
い
、
買
い
付
け
に
当
た
ら
せ
た
。

入
手
の
方
法
と
し
て
は
、
新
発
見
作
品
や
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
市
場
に

出
た
作
品
の
購
入
の
ほ
か
、
コ
レ
ク
タ

ー
の
意
向
を
こ
ち
ら
か
ら
打
診
し
て
直

接
買
い
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
急
拵
え
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

開
館
時
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
編
成
は
、

ア
ル
カ
イ
ク
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
経
て

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
至
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
彫

刻
（
模
刻
を
含
む
）、
お
よ
び
古
代
ロ

ー
マ
の
肖
像
彫
刻
や
石
棺
浮
彫
を
中
核

と
し
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
、
エ
ト
ル
リ
ア
、

近
世
・
近
代
の
古
典
主
義
彫
刻
（
近
代

部
分
は
現
在
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク

に
移
管
）
が
加
わ
っ
て
い
た
。
な
か
で

も
価
値
あ
る
収
蔵
品
は
、
ハ
ラ
ー
と
そ

の
同
業
者
た
ち
が
一
八
一
一
年
に
ア
テ

ネ
に
程
近
い
ア
イ
ギ
ナ
（
エ
ギ
ナ
）
島
で

発
掘
し
た
、
ア
パ
イ
ア
（
ア
フ
ァ
イ
ア
）

神
殿
東
西
両
破
風
を
飾
っ
て
い
た
後
期

ア
ル
カ
イ
ク
の
大
理
石
彫
刻
群（
図
１
）

で
あ
る
16
。
現
地
の
ト
ル
コ
人
も
ギ
リ

図1 アファイア神殿西破風彫刻　『トロヤ遠征での祖先の功績（女神アテナのもとで
戦う戦士たち）』　紀元前510–490頃
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シ
ャ
人
も
古
代
美
術
の
価
値
に
は
う
と
い
の
を
い
い
こ
と
に
、
大
理
石
を

焼
く
と
で
き
る
消
石
灰
ほ
ど
の
価
格
で
買
い
取
り
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
告

知
は
一
応
出
し
た
が
入
札
者
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
人
と
い
う
状
況
で
落

札
、
周
辺
海
域
を
監
視
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
隙
を
ぬ
っ
て
搬
出
す

る
、
と
い
う
冒
険
的
な
経
緯
を
経
て
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
入
り
し
た
、
こ
の
貴

重
な
大
型
オ
リ
ジ
ナ
ル
彫
刻
群
は
、
ば
ら
ば
ら
の
状
態
か
ら
ト
ー
ヴ
ァ
ル

セ
ン
監
修
の
も
と
で
復
元
さ
れ
17
、
文
句
な
し
に
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
次
ぐ
優
品
と
し
て
は
、
ロ
ー
マ
で
出
土

し
、
バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
旧
蔵
の
大
型
大
理
石
彫
刻
『
眠
る
サ
テ
ュ
ロ
ス
』（
紀

元
前
三
世
紀
末
）
が
知
ら
れ
、
ほ
か
に
『
コ
ロ
ー
ナ
・
キ
ヴ
ィ
カ
を
被
っ

た
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
』
頭
部
（
一
世
紀
前
半
）、
一
八
二
四
年
に
発
見
さ
れ

た
ば
か
り
の
『
ニ
オ
ビ
デ
の
石
棺
』
浮
彫
（
一
六
〇
│
一
七
〇
年
頃
）
な
ど

が
あ
る
。

二
│
二
│
ｂ　

建
築
お
よ
び
内
外
装

　

彫
刻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
一
八
〇
八
年
の

時
点
で
既
に
、
専
用
の
新
し
い
建
物
に
収
め
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
。

ハ
ラ
ー
ら
三
人
の
建
築
家
に
個
別
に
試
設
計
を
依
頼
し
た
後
、
一
八
一
四

│
一
六
年
に
は
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
賞
金
付
き
設
計
コ

ン
ク
ー
ル
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
出
し
、
広
く
案
を
募
っ
た
。
コ
ン
ク

ー
ル
を
主
催
し
、
審
査
す
る
権
限
は
ア
カ
デ
ミ
ー
に
あ
っ
た
が
、
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
は
資
金
拠
出
者
の
特
権
で
、
審
査
結
果
に
は
拘
束
さ
れ
ず
に
ク
レ

ン
ツ
ェ
の
設
計
案
を
選
ん
だ
。
建
設
地
は
、
王
宮
か
ら
夏
の
離
宮
の
あ
る

ニ
ュ
ン
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
方
向
に
延
び
る
、
新
市
街
地
の
基
幹
道
路
の
ひ
と

つ
ブ
リ
エ
ン
ヌ
通
り
を
挟
ん
だ
「
王
の
広
場
」
の
北
側
と
さ
れ
、
一
八
一

六
年
四
月
に
は
早
く
も
定
礎
式
が
行
な
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
ク
レ
ン
ツ
ェ
の
応
募
作
（
大
通
り
に
平
行
し
て
主

棟
の
延
び
る
逆
Ｔ
字
形
の
平
面
を
持
ち
、
立
面
は
ギ
リ
シ
ャ
型
、
ロ
ー
マ

型
、
ル
ネ
サ
ン
ス
型
い
ず
れ
か
の
歴
史
様
式
を
選
べ
る
よ
う
に
し
た
並
列

案
）
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
彼
以
外
か
ら
も
案
を
出
さ
せ
て
の
再
検
討
の

結
果
、
正
方
形
の
中
庭
の
周
囲
を
単
層
の
建
造
物
が
ロ
の
字
形
に
取
り
囲

む
、
集
中
式
建
築
が
新
た
に
設
計
さ
れ
た
（
図
２
）。
こ
の
タ
イ
プ
の
利

点
は
、
一
周
し
て
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
戻
っ
て
く
る
無
駄
の
な
い
動

図2 クレンツェ　グリュプトテーク最終案平面図
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線
設
定
に
あ
り
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
と
は
反
対
側
の
区

画
に
も
う
ひ
と
つ
出
入
り

口
を
設
け
る
こ
と
で
、
中

庭
を
通
る
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
も
可
能
だ
っ
た
。
こ
う

し
た
正
方
形
プ
ラ
ン
の
博

物
館
設
計
案
は
世
紀
初
頭

の
フ
ラ
ン
ス
に
も
先
例
が

あ
り
、
か
の
地
の
建
築
事

情
に
通
じ
た
ク
レ
ン
ツ
ェ

の
当
然
知
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
ろ
う
。
大
型
で
あ
れ
ば

中
央
に
も
十
字
形
に
展
示

棟
が
追
加
さ
れ
て
動
線

が
複
雑
に
な
る
と
こ
ろ
を
、

小
規
模
の
グ
リ
ュ
プ
ト
テ

ー
ク
で
は
シ
ン
プ
ル
さ
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

外
観
（
図
３
）
も
ま
た

シ
ン
プ
ル
で
、
正
面
の
造

り
は
ク
レ
ン
ツ
ェ
の
応
募

作
中
の
「
ギ
リ
シ
ャ
案
」

に
近
い
。
館
本
体
よ
り
も
一
段
高
く
聳
え
る
イ
オ
ニ
ア
式
の
神
殿
風
ポ
ー

チ
付
き
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
中
央
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
り
、
そ
の
破
風
に
は

女
神
ア
テ
ネ
を
中
心
に
、
彫
刻
芸
術
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
の
担
い
手

が
表
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
外
壁
面
に
は
、
北
側
を
除
く
三
面
に
小
破
風

を
戴
く
ニ
ッ
チ
を
刳
り
、
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
始
ま
る
古
今
の
彫
刻
家
、
お

よ
び
芸
術
を
支
援
し
た
統
治
者
の
立
像
が
、
合
計
十
八
体
収
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
彫
刻
部
分
は
、
多
数
の
彫
刻
家
た
ち
が
手
分
け
し
て
構
想
・
実
制

作
に
当
た
っ
た
。
パ
ト
ロ
ン
像
が
加
わ
る
と
こ
ろ
は
独
特
だ
が
、
美
術
館

装
飾
の
原
型
の
ひ
と
つ
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

内
部
の
展
示
構
成
は
、
原
則
と
し
て
発
展
史
的
に
並
ぶ
十
室
か
ら
成
る

が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ま
で
の
第
四
〜
七
室
に
は
テ
ー
マ
別

の
要
素
が
入
り
、
第
九
室
は
素
材
・
技
法
（
ブ
ロ
ン
ズ
像
、
彩
色
像
に
舗

床
モ
ザ
イ
ク
）
に
よ
っ
て
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
い
た
18
。
採
光
に
は
基

本
的
に
、
部
分
的
な
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
と
中
庭
側
に
面
し
た
窓
が
併
用
さ
れ

た
。
ク
レ
ン
ツ
ェ
は
展
示
室
を
た
だ
機
械
的
に
区
切
る
の
で
は
な
く
、
大

き
さ
や
形
状
、
内
装
に
変
化
を
付
け
た
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
性
を
持
つ
空
間

と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
展
示
物
が
部
屋
ご
と
に
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

前
提
に
、
そ
れ
に
合
っ
た
展
示
空
間
を
演
出
し
た
結
果
で
も
あ
る
。
た
と

え
ば
最
初
の
「
エ
ジ
プ
ト
の
間
」
で
は
、
穹
窿
側
壁
の
ル
ネ
ッ
タ
装
飾
に

エ
ジ
プ
ト
風
の
人
物
像
が
登
場
し
、
角
に
位
置
す
る
第
二
室
「
初
期
の
間
」

（
エ
ト
ル
ス
ク
、
ア
ル
カ
イ
ク
）
は
円
筒
形
で
、
壁
面
を
古
代
赤
で
塗
装

し
て
い
る
。
第
三
室
「
ア
イ
ギ
ナ
の
間
」
は
、
ド
リ
ス
式
神
殿
の
正
面
像

を
ル
ネ
ッ
タ
に
配
し
た
広
め
の
長
方
形
プ
ラ
ン
、
皇
帝
の
肖
像
彫
刻
な
ど

図3 クレンツェ設計　グリュプトテーク正面外観（再建後）　ミュンヒェン、王の広場
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展
示
数
の
多
い
第
八
室
「
ロ
ー
マ
の
間
」
は
、
連
結
さ
れ
た
三
つ
の
浅
い

ク
ー
ポ
ラ
を
戴
く
特
別
に
長
い
部
屋
と
し
、
壁
面
を
紫
に
塗
っ
た
上
、
天

井
部
分
に
は
グ
ロ
テ
ス
ク
風
の
絵
と
ス
ト
ゥ
ッ
コ
浮
彫
を
施
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
内
装
デ
ザ
イ
ン
は
十
九
世
紀
の
美
術
館
・
博
物
館
建
築
で
は

珍
し
く
な
い
が
、
二
十
世
紀
の
標
準
と
な
る
「
ホ
ワ
イ
ト
・
キ
ュ
ー
ブ
」

の
、
ど
ん
な
展
示
に
も
中
立
的
な
空
間
と
は
対
極
に
あ
る
。
不
都
合
が
生

じ
る
の
は
展
示
品
の
追
加
や
入
れ
替
え
が
起
こ
っ
た
場
合
で
、
一
八
六
三

年
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
ア
ッ
シ
リ
ア
の
楔
形
文
字
版
七
枚
を
購
入
し
、
グ

リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
を
展
示
場
所
と
し
た
際
に
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

奥
に
小
さ
な
特
別
棟
を
増
築
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

北
棟
の
中
央
寄
り
に
は
、
一
般
展
示
室
と
は
趣
の
異
な
る
二
つ
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
が
設
け
ら
れ
た
。
壁
高
に
比
較
し
て
大
き
な
穹
窿
天
井

を
戴
き
、
側
壁
に
は
各
三
面
の
ル
ネ
ッ
タ
（
残
る
一
面
は
窓
）
を
回
し
た

部
屋
の
造
り
は
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
ス
タ
ン
ツ
ェ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
こ

こ
の
内
装
は
ク
レ
ン
ツ
ェ
で
は
な
く
、
ロ
ー
マ
か
ら
来
た
ば
か
り
の
コ
ル

ネ
リ
ウ
ス
に
任
さ
れ
、
画
家
の
目
指
す
イ
タ
リ
ア
盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
ば
り

の
建
築
絵
画
を
ド
イ
ツ
で
披
露
す
る
初
仕
事
と
な
っ
た
19
。

コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
は
西
側
の
ホ
ー
ル
を
『
神
々
の
間
』（
図
４
）、
東
側
を

『
ト
ロ
ヤ
戦
争
の
間
』
と
し
、
前
者
で
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
神
々
の
統
べ

る
世
界
の
成
り
立
ち
（
天
井
に
四
元
素
、
四
季
、
一
日
の
四
つ
の
時
、
ル

ネ
ッ
タ
に
天
上
界
・
水
界
・
冥
界
）
を
、
後
者
で
は
諍
い
の
女
神
に
よ
る

戦
争
の
遠
因
か
ら
ト
ロ
ヤ
陥
落
に
至
る
経
緯
を
、
穹
窿
部
の
豪
華
な
飾
り

枠
に
囲
ま
れ
た
小
区
画
を
含
め
、
ほ
と
ん
ど
自
ら
の
手
で
カ
ル
ト
ン
ま
で

描
き
出
し
た
。
契
約
当
初
は
四
年
で
完
成
す
る
は
ず
だ
っ
た
企
画
は
、
画

家
が
一
八
二
五
年
ま
で
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
院
長
を

兼
任
し
、
そ
の
後
は
並
行
し
て
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
内
装
も
任
さ
れ
た
こ
と

で
遅
延
を
重
ね
、
そ
の
完
成
を
待
つ
た
め
に
開
館
は
二
年
遅
れ
た
。
最
後

に
描
か
れ
た
『
ト
ロ
ヤ
戦
争
の
間
』
の
ル
ネ
ッ
タ
二
面
は
、
主
題
が
悲
劇

的
な
上
、
誇
張
さ
れ
た
ポ
ー
ズ
の
人
体
が
画
面
を
埋
め
尽
く
す
マ
ニ
エ
リ

ス
ム
の
領
域
に
踏
み
込
ん
で
お
り
、
展
示
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
舞
台
と
し

て
は
少
々
重
苦
し
い
。
建
物
自
体
は
単
純
で
合
理
的
な
骨
格
を
持
つ
だ
け

に
、
擬
古
的
で
自
己
主
張
の
強
い
内
装
に
は
画
家
の
気
負
い
が
感
じ
ら
れ

る
。

図4 コルネリウスと弟子たち　『神々の間』穹窿
および側壁内装　フレスコ
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館
は
一
九
四
四
年
の
爆
撃
に
よ
っ
て
大
き
な
損
傷
を
受
け
、
一
九
六
七

│
七
二
年
に
再
建
さ
れ
た
。
外
観
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
も
の
の
、
元
の

内
装
は
失
わ
れ
た
が
、
戦
前
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
と
、
ク
レ
ン
ツ
ェ
の
場

合
は
透
視
図
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
の
場
合
は
近
年
再
発
見
さ
れ
た
カ
ル
ト
ン

か
ら
、
お
お
よ
そ
の
姿
が
知
ら
れ
る
。

 

二
│
三　

ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク

 

二
│
三
│
ａ　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
次
に
着
手
し
た
の
は
、
十
八
世
紀
ま
で
の
西
洋
絵
画

を
集
め
た
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
（
開
館
時
の
名
称
は
王
立
ピ
ナ
コ
テ

ー
ク
）
で
あ
る
20
。
こ
こ
に
は
当
初
は
古
代
部
門
が
あ
り
、
彫
刻
と
並
行

し
て
集
め
ら
れ
た
幾
何
学
式
、
黒
像
式
、
赤
像
式
、
白
地
式
を
揃
え
た
絵

付
け
陶
器
群
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
で
は
グ
リ
ュ

プ
ト
テ
ー
ク
と
向
か
い
合
っ
て
建
つ
古
代
美
術
館
（
旧
・
展
覧
会
場
）
に

移
さ
れ
、
展
示
品
の
質
は
高
い
。
ま
た
、
同
じ
く
こ
こ
の
収
蔵
品
だ
っ
た

版
画
お
よ
び
素
描
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
現
在
は
元
ナ
チ
の
管
理
部
用
に

造
ら
れ
た
建
物
の
一
画
に
、
戦
後
発
足
し
た
美
術
史
中
央
研
究
所
と
、
美

術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
収
ま
っ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
て
以
降
の
中
世
・
近
世
絵
画
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ィ

ッ
テ
ル
ス
バ
ハ
家
は
十
八
世
紀
ま
で
に
、
近
隣
の
大
国
に
比
べ
て
も
全
く

遜
色
の
な
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
系
で
は
、

十
六
世
紀
の
ド
イ
ツ
絵
画
（
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

の
戦
い
』、
デ
ュ
ー
ラ
ー
『
四
人
の
使
徒
』
な
ど
）
と
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ

ン
の
フ
ァ
ン
・
コ
ー
レ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
十
七
世
紀
の
フ

ラ
ン
ド
ル
絵
画
が
充
実
し
て
お
り
、
一
七
三
三
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
蒐
集

品
を
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
宮
殿
内
に
設
け
た
グ
リ
ュ
ー
ネ
・
ガ
レ
リ
ー
に
集
め
、

一
七
八
一
年
に
は
宮
廷
庭
園
を
囲
む
一
画
に
、
一
般
人
の
立
ち
入
り
で
き

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
作
ら
れ
て
い
た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
で
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
と
マ
ン
ハ
イ
ム
に
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
な
か
で
も
前
者

で
は
一
七
一
一
年
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
建
設
さ
れ
、
リ
ュ
ベ
ン
ス
の
巨
大
な

祭
壇
画
『
最
後
の
審
判
』
を
含
む
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
を
は
じ
め
、
イ
タ
リ

ア
や
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
で
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
戦
争
に
よ
る
被
害
の
回
避
お
よ
び
系
統
統
合
と
い
う
理
由
に
よ
り
、

一
部
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
一
七
九
八
年
か
ら
一
八
〇
六
年
ま
で
の
間
に

ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
移
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
留
め
置
か
れ
た
。
ま
た
、
ツ
ヴ
ァ

イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
系
か
ら
は
、
他
系
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
フ

ラ
ン
ス
絵
画
（
ク
ロ
ー
ド
『
ハ
ガ
ル
の
追
放
』『
荒
野
の
ハ
ガ
ル
』
の
対
幅
、

ブ
ー
シ
ェ
『
寝
椅
子
に
横
た
わ
る
少
女
』
な
ど
）
を
含
む
収
蔵
品
が
伝
わ

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
相
続
財
産
の
集
約
に
加
え
、
領
土
拡
大
や
宗
教
施
設
の
世
俗

化
の
も
た
ら
し
た
「
恩
恵
」 

が
、
王
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
し
た

（
デ
ュ
ー
ラ
ー
『
一
五
〇
〇
年
の
自
画
像
』、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
『
聖

エ
ラ
ス
ム
ス
と
聖
マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス
』、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
パ
ッ
ハ
ー
『
教

父
の
祭
壇
画
』、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
『
マ
リ
ア
と
マ
ル
タ
の
家
の
キ
リ
ス

ト
』、
テ
ィ
エ
ポ
ロ
『
三
王
礼
拝
』
な
ど
）。
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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
王
太
子
時
代
か
ら
既
に
、
美
術
館
の
開
館
を
念
頭
に

置
い
た
新
規
購
入
に
も
力
を
入
れ
た
。
な
か
で
も
重
要
な
の
は
、
ラ
イ
ン

地
方
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
世
俗
化
に
よ
り
流
出
し
た
宗
教
美
術
を
集
め
、

長
ら
く
買
い
手
を
探
し
て
い
た
ボ
ワ
ス
レ
ー
お
よ
び
ベ
ル
ト
ラ
ン
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
購
入
（
一
八
二
七
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
十
五
・
六
世

紀
の
ケ
ル
ン
派
の

諸
作
品
や
、
初
期

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

絵
画
の
優
品
（
バ

ウ
ツ
の
三
翼
画

『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の

真
珠
』、
メ
ム
リ

ン
グ
『
聖
母
の
七

つ
の
喜
び
』、
ロ

ヒ
ー
ル
『
コ
ロ
ン

バ
祭
壇
画
』な
ど
）

が
ま
と
ま
っ
て
王

家
に
入
り
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
近

世
後
半
に
傾
い
て

い
た
こ
れ
ま
で
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

新
た
な
展
開
を
与

え
た
。
翌
年
に
は
デ
ィ
リ
ス
の
推
薦
で
エ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
＝
ヴ
ァ
ラ
ー
シ

ュ
タ
イ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
、
十
五
・
六
世
紀
の
ド
イ
ツ
絵
画
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
。
ほ
か
に
彼
が
個
別
に
購
入
し
た
の
は
、
十
四
世

紀
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
の
イ
タ
リ
ア
絵
画
が
多
い
（
シ
エ
ナ
派
『
聖
母
被

昇
天
』、
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
『
キ
リ
ス
ト
の
埋
葬
』、
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・

リ
ッ
ピ
『
受
胎
告
知
』、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
『
ピ
エ
タ
』〔
図
５
〕、
ギ
ル

ラ
ン
ダ
イ
オ
『
聖
母
子
と
聖
人
た
ち
』、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
フ
ラ
ン
チ

ャ
『
薔
薇
の
生
垣
の
聖
母
子
』、
ペ
ル
ジ
ー
ノ
『
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
幻
視
』、

ラ
フ
ァ
エ
ロ
『
テ
ン
ピ
の
聖
母
子
』
な
ど
）。
こ
の
よ
う
な
、
古
典
主
義

時
代
に
は
「
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
」
と
呼
ば
れ
た
、
中
世
や
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
、

お
よ
び
近
世
初
期
の
北
方
美
術
へ
の
関
心
は
、
ナ
ザ
レ
派
と
も
共
通
す
る

趣
味
の
変
化
を
物
語
っ
て
い
る
。
世
俗
化
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
美
術
館
が
古
画

の
可
視
化
に
よ
っ
て
そ
れ
を
準
備
し
、
部
分
的
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が

後
押
し
し
た
と
言
え
よ
う
。

一
八
三
六
年
の
開
館
（
献
館
）
時
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
約
九
千
点
あ
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
が
主

で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
絵
画
は
少
数
、
そ
れ
以
外
は
恐
ら
く
皆

無
に
留
ま
っ
て
い
た
21
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
貢
献
部
分
は
、
美
術
史
上
の

欠
落
を
埋
め
る
役
割
を
確
か
に
演
じ
て
は
い
る
が
、
後
世
の
公
立
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
あ
り
が
ち
な
全
方
位
志
向
と
は
言
え
ず
、
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
ド

イ
ツ
を
核
と
す
る
王
の
美
的
関
心
に
沿
っ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

図5 ボッティチェッリ　『ピエタ（キリストの哀悼）』　1490以降
（1814購入）
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二
│
三
│
ｂ　

建
築
お
よ
び
内
外
装

新
し
い
絵
画
館
の
建
設
は
、
手
狭
に
な
っ
た
王
宮
庭
園
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
問
題
を
打
開
す
る
た
め
、
一
八
〇
五
年
に
ま
ず
王
立
ギ
ャ
ラ
リ

ー
長
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
マ
ン
リ
ヒ
（Johann C

hristian von M
annlich, 

1741–1822

）
か
ら
父
王
マ
ッ
ク
ス
に
進
言
さ
れ
た
。
王
が
あ
ま
り
関
心

を
払
わ
ぬ
中
、
王
太
子
と
ク
レ
ン
ツ
ェ
、
お
よ
び
マ
ン
リ
ヒ
の
後
任
で
、

後
に
初
代
館
長
と
な
る
デ
ィ
リ
ス
が
具
体
的
計
画
を
練
っ
た
。
設
計
を
任

さ
れ
た
ク
レ
ン
ツ
ェ
は
王
太
子
と
相
談
し
な
が
ら
建
築
の
基
本
方
針
を

決
め
、
絵
画
展
示
に
適
し
た
（
す
な
わ
ち
火
事
・
騒
音
や
酔

客
・
埃
・
照
り
返
し
を
避
け
た
）
環
境
を
求
め
る
デ
ィ
リ
ス

の
苦
言
で
難
航
し
た
建
設
地
の
方
は
、
最
終
的
に
グ
リ
ュ
プ

ト
テ
ー
ク
近
く
の
芝
地
の
一
画
を
独
占
す
る
と
い
う
形
に
落

ち
着
い
て
、
代
替
わ
り
後
の
一
八
二
六
年
に
定
礎
式
が
行
な

わ
れ
た
。

今
回
の
美
術
館
は
、
絵
画
に
適
し
た
採
光
が
求
め
ら
れ
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
ぶ
り
も
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
と
は
桁

違
い
で
あ
り
、
ま
た
床
へ
の
展
示
荷
重
が
か
か
ら
な
い
た
め
、

小
型
の
集
中
式
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
東
西
方
向
に
長
く
（
一
五

〇
メ
ー
ト
ル
弱
）
延
び
た
複
数
階
か
ら
成
る
建
物
が
考
案
さ

れ
た
（
図
６
）。
全
体
の
平
面
は
、
南
北
方
向
に
や
や
突
き

出
た
棟
を
主
軸
の
両
端
に
加
え
た
潰
れ
た
Ｈ
字
形
で
、
二
階

が
絵
画
、
す
な
わ
ち
主
展
示
空
間
（
図
７
）、
一
階
が
陶
器
画
、

版
画
、
素
描
な
ど
副
次
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
ま
た
は
閲
覧

室
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
地
下
に
は
収
蔵
庫
や
暖
房
施
設
な
ど

が
設
け
ら
れ
た
。

二
階
の
主
要
部
分
は
長
軸
に
沿
っ
て
三
列
に
分
か
れ
、
中

央
列
に
は
大
型
絵
画
用
の
ホ
ー
ル
が
並
び
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

図6 J. A. ヴァイス　『南東から見たアルテ・ピナコテーク』　1840–50頃

図7 クレンツェ設計　アルテ・ピナコテーク二階平面図
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採
光
を
採
用
し
て
い
た
。
ホ
ー
ル
に
は
長
軸
方
向
に
長
短
が
つ
け
ら
れ
、

奇
数
の
ホ
ー
ル
が
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
い
プ
ラ
ン
、
四
番
目
の
中
央
ホ
ー
ル

が
そ
の
二
倍
弱
の
長
辺
を
有
す
る
大
ホ
ー
ル
で
、
第
二
・
第
六
ホ
ー
ル
は

両
者
の
中
間
の
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
挟
ん
で
北
側
は
、
小

型
絵
画
用
に
細
か
く
仕
切
り
壁
が
設
置
さ
れ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
形
式
の
、

北
窓
か
ら
採
光
す
る
細
長
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
隣
接
す
る
各
ホ
ー
ル
と
は

間
に
一
な
い
し
二
か
所
切
ら
れ
た
開
口
部
を
通
っ
て
往
来
で
き
た
。
そ
し

て
南
側
に
は
展
示
を
置
か
ず
、
端
か
ら
端
ま
で
通
り
抜
け
ら
れ
る
ロ
ッ
ジ

ャ
型
の
（
と
は
い
え
、
柱
間
に
は
す
べ
て
ガ
ラ
ス
窓
の
入
っ
た
）
通
路
が

設
け
ら
れ
た
。
暖
房
や
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
と
い
う
先
端
的
装
備
と
並
び
、
こ

の
通
り
抜
け
廊
下
の
設
置
は
画
期
的
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鑑
賞
者
は
ホ
ー

ル
を
順
番
に
辿
る
必
要
は
な
く
、
好
み
に
応
じ
て
ど
の
展
示
ホ
ー
ル
に
も

直
接
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
井
に
つ
い
て
は
、
主
軸
上
の
七

ホ
ー
ル
が
、
い
ず
れ
も
中
央
部
を
水
平
に
切
っ
て
採
光
用
天
窓
を
載
せ
た

鏡
板
穹
窿
（Spiegelgew

ölbe

）
型
、
そ
れ
以
外
の
展
示
室
は
平
天
井
（
中

央
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
み
半
円
筒
穹
窿
）、
通
り
抜
け
廊
下
は
計
二
十
五
の

連
続
す
る
小
ク
ー
ポ
ラ
で
覆
わ
れ
た
。
南
北
方
向
の
断
面
図
を
見
る
と
、

こ
の
主
要
部
分
は
三
廊
式
バ
シ
リ
カ
の
よ
う
な
立
面
に
な
っ
て
い
る
（
図

８
）。展

示
構
成
は
、
東
棟
に
設
け
ら
れ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
階
段
を
上
が

る
と
、
ホ
ー
ル
列
の
前
室
に
当
た
る
東
棟
中
央
部
の
「
寄
進
者
の
間
」
に
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ハ
家
の
主
要
な
コ
レ
ク
タ
ー
の
肖
像
画
が
並
ぶ
。
そ
こ

か
ら
主
軸
上
に
、
最
初
の
二
つ
の
ホ
ー
ル
が
ド
イ
ツ
絵
画
（
十
五
世
紀
半

ば
ま
で
と
そ
れ
以
降
）、
第
三
ホ
ー
ル
に
十
六
・
七
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
絵
画
、
第
四
ホ
ー
ル
に
リ
ュ
ベ
ン
ス
、
第
五
ホ
ー
ル
に
フ
ラ
ン
ド
ル

お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
、
第
六
ホ
ー
ル
に
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
絵

画
、
第
七
ホ
ー
ル
と
、
主
軸
の
突
き
当
り
に
あ
る
西
棟
の
中
央
部
お
よ
び

そ
の
北
側
の
突
出
部
に
当
た
る
二
つ
の
ホ
ー
ル
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ

ッ
ク
の
イ
タ
リ
ア
絵
画
が
展
示
さ
れ
た
22
。
中
央
大
ホ
ー
ル
へ
の
リ
ュ
ベ

ン
ス
の
配
置
は
、
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
展
示
作
品
の
中
で
も
こ
の
大
画
家
の

充
実
ぶ
り
が
群
を
抜
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
妥
当
な
決
定
と
言
え
る
。
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
列
で
の
展
示
は
流
派
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
、
十
四
世
紀
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
平
行
す
る
ホ
ー
ル
の
時
代
・
地
域
に
必
ず
し
も
対
応
し

て
は
い
な
か
っ
た
。
展
示
壁
面
上
の
作
品
配
置
に
目
を
向
け
る
と
、
ホ
ー

ル
の
腰
羽
目
よ
り
上
か
ら
穹
窿
の
始
ま
る
位
置
ま
で
の
壁
高
は
、
最
大
の

展
示
作
品
で
あ
る
リ
ュ
ベ
ン
ス
の
ノ
イ
ブ
ル
ク
祭
壇
画
の
サ
イ
ズ
に
合
わ

せ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
大
作
以
外
は
基
本
的
に
上
下
二
段
で

の
陳
列
が
行
な
わ
れ
た
23
。

ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
建
築
は
、
こ
の
よ
う
に
美
術
館
と
し
て
の
機
能
が
そ

の
ま
ま
形
に
反
映
さ
れ
た
、
合
理
的
な
構
造
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
ク
レ
ン
ツ
ェ
は
、
ク
ー
ポ
ラ
付
き
大
ホ
ー
ル
を
中
心
に
置
き
、

入
り
口
に
は
ポ
ー
チ
を
付
け
る
と
い
う
、
宮
殿
に
似
た
集
中
式
美
術
館
建

築
の
類
型
を
打
ち
破
っ
た
。
と
同
時
に
、
内
装
を
含
め
た
造
り
に
関
し
て

は
、
展
示
ホ
ー
ル
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ピ
ッ
テ
ィ
宮
に
、
通
り
抜
け
廊
下

は
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
宮
の
ブ
ラ
マ
ン
テ
設
計
に
な
る
ロ
ッ
ジ
ャ
に
、
そ
れ
ぞ

れ
繋
が
る
「
伝
統
と
の
対
話
」
の
要
素
も
備
え
て
い
た
。
美
術
館
設
計
者
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と
し
て
の
ク
レ
ン
ツ
ェ
が
こ
の
仕
事
で
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
は
、
こ
の

あ
と
ロ
シ
ア
皇
帝
か
ら
新
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
設
計
を
依
頼
さ
れ

た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

外
装
に
関
し
て
は
、
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
の
よ
う
な
彫
刻
入
り
の
破
風

や
ニ
ッ
チ
は
設
け
ら

れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
無

装
飾
の
す
っ
き
り
し

た
造
り
と
な
っ
て
い

る
。
美
術
館
ら
し
い

細
部
と
し
て
は
、
開

館
後
の
一
八
四
二
年

に
完
成
し
、
南
側
フ
ァ
サ
ー
ド
軒
上
の
、
ロ
ッ
ジ
ャ
の
柱
の
上
に
当
た
る

位
置
に
並
べ
ら
れ
た
著
名
画
家
の
立
像
二
十
四
体
が
あ
り
、
グ
リ
ュ
プ
ト

テ
ー
ク
を
継
ぐ
美
術
館
装
飾
の
定
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
し
て
い
る
24
。
し

か
し
、
位
置
が
高
過
ぎ
る
た
め
地
上
か
ら
で
は
よ
く
見
え
な
い
の
が
難
点

だ
っ
た
。

内
装
の
大
部
分
は
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
同
様
ク
レ
ン
ツ
ェ
が
デ
ザ
イ
ン

し
、
展
示
空
間
の
壁
面
は
ダ
マ
ス
コ
織
の
布
張
り
、
穹
窿
部
分
に
は
金
箔
、

彩
色
、
ス
ト
ゥ
ッ
コ
浮
彫
を
併
用
し
た
軽
快
な
装
飾
文
様
が
施
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ロ
ッ
ジ
ャ
天
井
部
の
装
飾
だ
け
は
再
び
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
に

任
さ
れ
た（
図
９
）25
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
建
築
部
位
自
体
が

ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
ロ
ッ
ジ
ャ
を
意
識
し
た
も
の
だ
が
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
は

そ
の
中
で
も
「
ラ
フ
ァ
エ
ロ

の
聖
書
」
と
し
て
名
高
か
っ

た
第
二
ロ
ッ
ジ
ャ
（
穹
窿
部

に
新
旧
聖
書
の
諸
場
面
を
展

開
）
を
念
頭
に
、
ク
ー
ポ
ラ

と
ル
ネ
ッ
タ
に
、
美
術
の
理

念
お
よ
び
美
術
史
そ
の
も
の

を
歴
史
画
・
寓
意
画
・
装
飾

を
組
み
合
わ
せ
て
描
き
出
す

と
い
う
、
野
心
的
か
つ
教
育

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
想
し

た
。

図8 クレンツェ　アルテ・ピナコテーク南北方向立断面図　（中央が主軸部）

図9 クレンツェ設計　アルテ・ピナコテーク
のロッジャ　1836開館

 天井部装飾：コルネリウス草案（1827–34、
1837–40）、ツィマーマンほか制作
（1833–40）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
二
十
五
の
ベ

イ
の
う
ち
、
東
西
両
端
は
同
一
デ
ザ
イ
ン
で
、
ク
ー
ポ
ラ
に
『
宗
教
と
諸

芸
術
の
同
盟
』
と
い
う
ナ
ザ
レ
派
ら
し
い
理
念
の
表
明
、
ル
ネ
ッ
タ
に
は

『
精
霊
に
よ
っ
て
芸
術
境
に
導
き
入
れ
ら
れ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
、
彼
を

迎
え
る
画
家
・
詩
人
た
ち
』
と
い
う
、
パ
ト
ロ
ン
を
讃
え
る
画
像
が
描
か

れ
た
。
こ
こ
を
入
り
口
に
、
東
側
か
ら
は
イ
タ
リ
ア
、
西
側
か
ら
は
ド
イ

ツ
・
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
ス
の
、
中
世
か
ら
十
七
世
紀
ま
で
の
絵

画
史
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
画
家
を
主
人
公
と
し
て
展
開
さ
れ
、
中

央
ベ
イ
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
で
頂
点
に
至
る
、
と
い
う
美
術
史
観
が
提
示
さ
れ

て
い
た
26
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
中
央
と
い
う
の
は
、
リ
ュ
ベ
ン
ス
を
中
央
に

置
く
実
際
の
展
示
と
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
前
者
を
西
洋
絵
画
の
頂

点
に
位
置
づ
け
る
の
は
、
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
献
館
が
施
主
で
あ
る
王
自
身

の
誕
生
日
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
誕
生
日
と
さ
れ
る
四
月

七
日
を
選
ん
で
挙
行
さ
れ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
と
ル

ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
揺
る
が
ぬ
信
念
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
た
め
、
時

代
順
を
一
部
入
れ
替
え
て
ま
で
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
中
央
ベ
イ
に
置
か
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
頂
点
に
至
る
ま
で
の
、
両
端
か
ら
数
え
て
同
じ
位
置
の
ベ

イ
は
同
様
の
発
展
段
階
と
み
な
さ
れ
、
ク
ー
ポ
ラ
の
装
飾
デ
ザ
イ
ン
も
ま

た
同
一
、
挿
入
さ
れ
た
歴
史
画
部
分
だ
け
が
対
象
と
な
る
画
家
に
応
じ
て

異
な
っ
て
い
た
。
画
家
自
身
の
個
性
も
多
少
は
考
慮
さ
れ
、
た
と
え
ば
ラ

フ
ァ
エ
ロ
の
両
隣
に
位
置
す
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
リ
ュ
ベ
ン
ス
の
区
画

は
、
と
も
に
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
に
乗
る
「
高
揚
」
と
ラ
イ
オ
ン
に
腰
を
降
ろ

す
「
剛
毅
」
の
擬
人
像
を
配
し
、
精
神
の
飛
翔
と
官
能
的
力
強
さ
と
い
う
、

両
芸
術
家
の
特
徴
の
寓
意
と
し
て
い
る
。

歴
史
画
部
分
に
は
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
、
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
、
ザ
ン
ト
ラ

ル
ト
に
よ
る
画
家
の
列
伝
が
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
題
材
の
選
択
に

は
、
幼
少
の
頃
か
ら
才
能
を
発
揮
し
た
と
い
う
天
才
神
話
や
、
貴
人
や
高

位
聖
職
者
か
ら
敬
意
を
受
け
る
と
い
う
画
家
の
社
会
的
地
位
を
高
め
る

伝
承
、
す
な
わ
ち
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
「
美
術
史
の
美

術
化
」
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
代
の
好
み
の
一
端
が
認
め
ら
れ
る
27（
図
10
）。

そ
の
中
で
も
画
家
の
頂
点
に
立
ち
、
宗
教
に
基
礎
を
置
く
美
術
理
念
の
体

現
者
と
さ
れ
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
ベ
イ
で
は
、
ク
ー
ポ
ラ
の
外
環
寄
り
に
配

さ
れ
た
四
つ
の
場
面
こ
そ
修
行
中
や
制
作
中
な
ど
の
風
俗
画
的
主
題
だ
が
、

図10 アルテ・ピナコテークのロッジャ東側第４
ベイ：ジョット

 挿入歴史画（下）『少年ジョットの才能を発
見するチマブエ』

 （上）『教皇ベネディクトゥス11世にサン・ピ
エトロの壁画草案を示すジョット』
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中
央
の
円
環
に
は
『
大
天
使
ラ
フ
ァ
エ
ル
に
よ
っ
て
聖
母
子
に
紹
介
さ
れ

る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
』、
ル
ネ
ッ
タ
に
は
「
聖
母
の
死
」
図
像
の
一
類
型
を
な
ぞ

る
『
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
死
』
が
描
か
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
図
像
の
借
用
に
よ
る

疑
似
聖
人
化
の
傾
向
を
強
く
示
し
て
い
る
28
。

コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
は
一
八
二
七
│
三
四
、
一
八
三
七
│
四
〇
年
の
二
期
に

亘
っ
て
下
絵
制
作
に
励
ん
だ
が
、
筆
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
本
作

以
外
を
含
め
た
仕
事
量
の
多
さ
に
加
え
、
各
画
面
が
比
較
的
小
さ
く
、
主

題
も
小
ぶ
り
で
構
図
の
工
夫
の
余
地
も
限
ら
れ
る
た
め
、
グ
リ
ュ
プ
ト
テ

ー
ク
の
時
の
よ
う
な
達
成
感
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
結

局
、
彼
の
重
用
を
喜
ば
な
い
ク
レ
ン
ツ
ェ
の
介
入
も
あ
っ
て
、
実
際
の
フ

レ
ス
コ
画
制
作
の
方
は
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
で
の
共
同
実
制
作
者
の
ひ

と
り
だ
っ
た
ク
レ
メ
ン
ス
・
ツ
ィ
マ
ー
マ
ン
（C

lem
ens Zim

m
erm

ann, 
1788–1869

）
に
発
注
さ
れ
、
一
八
三
三
年
の
作
業
開
始
か
ら
四
〇
年
の

完
成
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
何
人
も
の
画
家
の
手
が
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

下
絵
だ
け
を
提
供
さ
せ
ら
れ
た
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
は
、
一
八
三
九
年
に
は
ル

ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
決
裂
し
、
翌
々
年
ベ
ル
リ
ン
に
移
っ
て
い
る
29
。

建
築
家
や
画
家
に
と
っ
て
は
不
運
な
こ
と
に
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー

ク
も
ま
た
第
二
次
大
戦
中
に
爆
撃
を
受
け
、
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
。
建

物
は
再
建
さ
れ
た
が
、
内
部
、
特
に
一
階
か
ら
ロ
ッ
ジ
ャ
部
分
に
か
け
て

は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
東
棟
か
ら
主
軸
北
側
中
央
部
に
移
し
、
そ
の
奥

に
階
段
が
設
置
さ
れ
た
た
め
、
ロ
ッ
ジ
ャ
自
体
が
再
現
さ
れ
な
か
っ
た
30
。

フ
レ
ス
コ
画
に
つ
い
て
は
戦
前
の
写
真
と
下
絵
デ
ッ
サ
ン
、
い
く
つ
か
の

破
片
が
遺
る
だ
け
と
な
っ
た
。

 

二
│
三　

ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク

 

二
│
三
│
ａ　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
同
時
代
絵
画
の
蒐
集
は
、
一
八
〇
七
年
に
、
自
ら

の
参
加
し
た
戦
役
を
描
い
た
戦
争
画
を
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ー
ベ
ル

（W
ilhelm

 K
obell, 1766–1853

）
に
注
文
し
た
頃
か
ら
始
ま
る
。
戦
後
に

な
っ
て
、
第
二
回
イ
タ
リ
ア
滞
在
で
同
世
代
の
画
家
た
ち
と
親
し
く
な
り
、

ト
ー
ヴ
ァ
ル
セ
ン
や
ク
レ
ン
ツ
ェ
が
仲
間
の
作
品
を
集
め
る
姿
に
触
れ
た

の
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
タ
ブ
ロ
ー
画
の
本
格
的

蒐
集
に
手
を
染
め
た
の
は
、
先
の
二
つ
の
美
術
館
開
設
に
ほ
ぼ
区
切
り
が

つ
い
た
一
八
三
〇
年
代
か
ら
で
、
続
く
四
〇
年
代
と
退
位
後
の
五
〇
年
代

に
、
建
物
の
建
設
と
同
時
進
行
の
形
で
、
急
ピ
ッ
チ
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

増
大
さ
せ
た
。
同
時
代
美
術
だ
け
を
対
象
と
す
る
美
術
館
と
し
て
は
初
と

な
る
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
所
有
す
る
絵
画
は
、
一
八
五
三
年
の
開

館
時
に
は
約
五
百
点
に
上
り
、
そ
の
後
も
蒐
集
は
継
続
さ
れ
た
。
近
代
絵

画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
ド
イ
ツ
最
大
で
あ
り
、
か
つ
質
の
点
で
最

も
重
要
、
と
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
ト
は
評
し
て
い
る
31
。

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
一
八
四
六
年
の
定
礎
式
の
際
、
彼
の
第
三
の
美
術
館

を
、「
今
世
紀
と
将
来
の
世
紀
の
絵
画
の
た
め
の
美
術
館
」
と
表
現
し
て

い
る
32
。
評
価
の
定
ま
っ
た
過
去
の
作
品
を
史
的
分
類
に
従
っ
て
展
示
し
、

大
き
な
展
示
替
え
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
前
二
館
と
は
異
な
り
、
ノ
イ

エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
は
収
蔵
品
や
展
示
が
開
館
後
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
変

化
し
て
行
く
可
能
性
の
開
か
れ
た
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
美
術
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館
だ
っ
た
。
購
入
対
象
の
中
心
は
ド
イ
ツ
の
同
時
代
絵
画
だ
が
、
こ
の
頃

に
は
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
と
の
関
係
が
冷
め
て
い
た
の
で
、
彼
の
流
派
に
限
ら

ず
さ
ま
ざ
ま
な
傾
向
の
作
品
を
幅
広
く
集
め
、
北
欧
お
よ
び
西
欧
の
諸
外

国
に
も
あ
る
程
度
目
を
向
け
た
。
ま
た
、
副
次
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

同
時
代
芸
術
家
の
肖
像
彫
刻
の
ほ
か
、
絵
画
作
品
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ア
複
製

を
絵
付
け
し
た
磁
器
、
名
所
絵
、
さ
ら
に
新
し
い
複
製
技
術
で
あ
る
写
真

ま
で
集
め
て
い
た
の
は
注
目
さ
れ
る
。
変
化
が
多
く
評
価
の
難
し
い
同
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
関
心
を
引
い
た
も
の
は
す
べ
て
集
め
、
最
終
的
判
断
は

後
世
に
委
ね
る
と
い
う
心
づ
も
り
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

入
手
方
法
は
、
注
文
に
よ
る
新
規
制
作
、
芸
術
家
か
ら
の
直
接
購
入
、

遺
族
か
ら
の
購
入
、
一
八
二
四
年
に
設
立
さ
れ
た
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
美
術
協

会
（
共
同
出
資
に
よ
る
展
覧
会
開
催
等
を
通
じ
、
同
時
代
美
術
を
支
援
す

る
友
の
会
組
織
）
か
ら
の
購
入
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
、

あ
る
い
は
そ
こ
が
主
催
す
る
展
覧
会
に
際
し
て
の
購
入
、
個
人
コ
レ
ク
タ

ー
ま
た
は
画
商
か
ら
の
購
入
、
と
多
彩
で
、
う
ち
数
の
上
で
特
に
多
い
の

が
直
接
購
入
だ
っ
た
33
。
ま
と
ま
っ
た
入
手
先
と
し
て
は
、
一
八
四
一
年

に
か
な
り
強
引
に
買
い
取
っ
た
ク
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
重
要
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
少
数
な
が
ら
父
の
遺
品
や
、
贈
呈
さ
れ
た
作
品
も
あ

っ
た
。

収
蔵
品
の
中
で
は
、
最
大
で
は
長
辺
が
八
メ
ー
ト
ル
以
上
、
最
小
で
も

三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
作
五
点
に
、
特
別
な
役
割
が
付
与
さ
れ
た
。
展

示
を
体
系
化
す
る
基
準
の
な
い
中
、
開
館
の
時
点
で
二
階
に
三
二
一
点

の
油
彩
画
（「
ロ
ッ
ト
マ
ン
の
間
」
を
除
く
）
が
展
示
さ
れ
た
う
ち
34
、
五

つ
あ
る
大
展
示
室
の
核
と
な
る
よ
う
に
、
と
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
選
ん
だ

作
品
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
ホ
ー
ル
「
王
の
間
」
は
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ

テ
ー
ク
の
「
寄
進
者
の
間
」
同
様
、
誰
が
こ
の
美
術
館
を
世
に
送
っ
た
の

か
を
最
初
に
示
し
て
お
く
部
屋
な
の
で
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
カ
ウ
ル
バ

ハ
（W

ilhelm
 K

aulbach, 1804–74

）
に
シ
ッ
ク
な
全
身
肖
像
画
『
フ
ー

ベ
ル
ト
ゥ
ス
騎
士
団
の
騎
士
と
し
て
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
』（
一
八
四

五
年
）
を
描
か
せ
て
そ
れ
に
当
て
た
。
第
二
ホ
ー
ル
に
は
カ
ー
ル
・
シ
ョ

ル
ン
（C

arl Schorn, 1803–50

）
の
『
大
洪
水
』（
一
八
五
〇
年
）、
中
央

の
第
三
ホ
ー
ル
に
は
、
再
び
カ
ウ
ル
バ
ハ
の
『
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
』（
一

八
四
六
年
、
図
11
）
を
指
定
し
た
35
。
後
者
は
師
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
よ
り
も

色
彩
感
覚
や
空
間
把
握
に
優
れ
た
若
い
世
代
の
才
能
で
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

が
「
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
は
い
な
く
な
っ
て
も
い
い
が
、
カ
ウ
ル
バ
ハ
と
ロ
ッ

ト
マ
ン
は
困
る
」
旨
の
メ
モ
を
遺
し
た
、
新
た
な
お
気
に
入
り
の
ひ
と
り

で
あ
る
36
。『
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
』
は
、
画
家
が
既
に
着
手
し
て
い
た
も

の
を
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
改
め
て
注
文
し
、
そ
れ
よ
り
も
サ
イ
ズ
の
大
き
い

『
大
洪
水
』
の
二
倍
以
上
の
価
格
で
手
に
入
れ
た
、
こ
の
時
期
の
理
念
的

歴
史
画
の
白
眉
と
言
え
よ
う
。
第
四
ホ
ー
ル
の
ペ
ー
タ
ー
・
ヘ
ス
（Peter 

H
ess, 1792–1871

）『
ナ
フ
プ
リ
オ
ン
に
お
け
る
オ
ッ
ト
ー
王
の
ギ
リ
シ

ャ
上
陸
』（
一
八
三
五
年
）
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
次
男
オ
ッ
ト
ー
が
独
立

間
も
な
い
ギ
リ
シ
ャ
の
王
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
王
が
注
文
し

た
同
時
代
史
画
で
あ
る
37
。
最
後
の
第
五
ホ
ー
ル
に
は
、
ペ
ー
タ
ー
の
弟

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヘ
ス
（H

einrich M
aria H

ess, 1798–1863

）
の
擬
古
的

な
宗
教
画
『
玉
座
の
聖
母
子
と
聖
人
た
ち
』（
一
八
五
三
年
）
が
選
ば
れ
た
。
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こ
れ
ら
五
点
の
う
ち
『
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
』
と
『
ギ
リ
シ
ャ
上
陸
』
は
、
現

在
で
も
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
入
手
し
、
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の

重
要
な
展
示
品
と
な
り
続
け
て
い
る
も
の
に
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ア
ン
ト

ン
・
コ
ッ
ホ
（Joseph Anton K

och , 1768–1839

）『
虹
の
あ
る
英
雄
的

風
景
』（
一
八
一
二
年
、
一
八
五
〇
年
購
入
）
や
オ
ー
ヴ
ァ
―
ベ
ッ
ク
『
イ

タ
リ
ア
と
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』（
一
八
二
八
年
、
一
八
三
二
年
購
入
）38
と
い
う
、

ロ
ー
マ
で
親
し
ん
だ
画
家
た
ち
の
代
表
作
か
ら
、
カ
ウ
ル
バ
ハ
よ
り
も
さ

ら
に
次
の
時
代
の
歴
史
画
を
切
り
拓
い
た
ピ
ロ
ー
テ
ィ
（C

arl Th eodor 
Piloty, 1824–86

）『
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
遺
骸
の
前
に
佇
む
ゼ
ー

ニ
』（
一
八
五
五
年
、
同
年
購
入
）
や
ベ
ッ
ク
リ
ン
（Arnold Böcklin, 

1827–1901

）『
葦
の
中
の
パ
ー
ン
』（
一
八
五
八
年
、
翌
年
購
入
）
の
よ
う

に
、
時
代
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
感
じ
さ
せ
る
リ
ア
ル
な
様
式
の
絵

画
ま
で
が
含
ま
れ
て
い
る
。
最
後
の
二
作
は
、
王
が
開
館
後
も
美
術
の
新

動
向
に
敏
感
に
反
応
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

展
示
品
の
中
で
特
別
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
が
、
当
初
王
宮
庭
園
ア

ー
ケ
ー
ド
に
設
置
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ

コ
テ
ー
ク
内
に
特
別
室
を
与
え
ら
れ
た
、
カ
ー
ル
・
ロ
ッ
ト
マ
ン
（C

arl 
Anton Joseph Rottm

ann, 1797–1850

）
の
『
ギ
リ
シ
ャ
風
景
画
』
サ
イ

ク
ル
（
全
二
十
三
点
、
一
八
三
八
│
五
〇
年
）
で
あ
る
39
。
風
景
画
に
対

し
て
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
関
心
は
も
と
も
と
あ
ま
り
高
く
な
く
、
ミ
ュ

ン
ヒ
ェ
ン
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
院
長
に
着
任
し
た
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
が
、
一
八

二
六
年
秋
に
風
景
画
科
を
閉
鎖
す
る
の
を
許
し
た
く
ら
い
だ
が
40
、
ア
カ

デ
ミ
ー
に
属
さ
な
い
ロ
ッ
ト
マ
ン
へ
の
評
価
は
別
格
だ
っ
た
。
制
作
の
き

っ
か
け
は
、
ヘ
ス
の
『
ギ
リ
シ
ャ
上
陸
』
と
同
じ
王
朝
側
の
理
由
で
あ
る
。

し
か
し
ロ
ッ
ト
マ
ン
は
、
自
ら
が
改
良
し
た
蝋
画
技
法
を
用
い
、
彼
以
前

の
西
欧
で
は
せ
い
ぜ
い
旅
行
者
の
水
彩
画
や
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
版
画
に
登

場
す
る
程
度
だ
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
の
自
然
を
、
歴
史
的
建
造
物
や
添
景
人
物

図11 カウルバハ　『エルサレム陥落』　1846
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に
頼
る
こ
と
な
く
、
崇
高
感
を
湛
え
た
大
画
面
絵
画
に
昇
華
さ
せ
た
（
図

12
）。
開
館
時
の
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の
風
景
画
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
。

二
│
三
│
ｂ　

建
築
と
内
外
装

ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
建
設
は
、
一
八
四
四
年
か
ら
具
体
的
に
始

動
す
る
。
こ
の
年
に
、
建
設
地
を
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
北
側
に
隣

接
す
る
一
画
に
決
定
、
建
物
の
設
計
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
イ
メ
ー
ジ
に

基
づ
い
て
ゲ
ル
ト
ナ
ー
が
行
な
う
は
ず
だ
っ
た
が
、
彼
が
病
に
倒
れ
た

た
め
、
上
級
建
築
顧
問
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
フ
ォ
イ
ト
（R

ichard 
Jakob August von Voit, 1801–70

）
に
託
さ
れ
た
。
一
八
四
六
年
の
王

夫
妻
の
結
婚
記
念
日
に
定
礎
式
を
施
行
、
翌
年
外
壁
フ
レ
ス
コ
壁
画
の
デ

ザ
イ
ン
を
カ
ウ
ル
バ
ハ
に
発
注
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
計
画
は
順
調
に
進

ん
だ
。
続
く
一
八
四
八
年
に
三
月
革
命
が
勃
発
、
自
ら
の
君
主
観
を
否
定

さ
れ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
長
男
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
エ
マ
ヌ
エ
ル
に
あ

っ
さ
り
と
譲
位
し
た
。
息
子
と
の
契
約
に
基
づ
く
年
金
暮
ら
し
と
な
っ
た

彼
は
41
、
節
約
し
つ
つ
計
画
を
続
行
し
、
半
年
後
に
は
建
物
の
粗
形
が
完

成
、
一
八
五
三
年
に
最
後
の
美
術
館
が
開
館
し
、
翌
年
に
外
壁
フ
レ
ス
コ

画
等
の
内
外
装
が
完
成
し
て
い
る
。

建
物
は
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
縮
小
簡
略
版
と
も
言
え
る
も
の
で
、

凹
凸
の
な
い
単
純
な
長
方
形
に
全
体
が
収
ま
る
平
面
を
持
っ
た
二
階
建
て

で
あ
る
（
図
13
）。
二
階
（
図
14
）
が
主
展
示
空
間
で
、
東
西
方
向
の
長
軸

に
沿
っ
て
中
央
部
に
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
採
光
の
大
ホ
ー
ル
を
並
べ
、
北
側
を

窓
か
ら
採
光
す
る
小
品
用
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ア
ル

テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
と
共
通
す
る
が
、
五
つ
の
大
ホ
ー
ル
は
す
べ
て
同
サ

イ
ズ
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
の
出
入
り
口
は
両
端
の
ホ
ー
ル
に
の
み
設
け
ら

れ
た
。
南
側
に
は
通
り
抜
け
廊
下
に
代
わ
っ
て
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
採
光
の

細
長
い
小
ホ
ー
ル
群
が
設
置
さ
れ
、
う
ち
奇
数
の
ホ
ー
ル
か
ら
は
隣
接
す

る
大
ホ
ー
ル
に
出
入
り
で
き
た
。
以
上
の
主
要
部
の
西
側
は
、
短
軸
の
長

図12 ロットマン　『マラトン』　1846　（『ギリシャ風景画』サイクル
第22図）
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さ
い
っ
ぱ
い
の
長
辺
を
持
つ
特
別
室
で
、
出
入
り

口
は
隣
の
大
ホ
ー
ル
と
の
間
の
一
か
所
の
み
。
東

側
は
一
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
吹
き
抜
け
で
繋

が
る
階
段
間
と
な
っ
て
い
る
。
動
線
を
犠
牲
に
し
、

階
段
以
外
は
展
示
室
だ
け
を
組
み
合
わ
せ
た
、
遊

び
の
な
い
床
面
利
用
と
言
え
る
。
一
階
に
は
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
の
ほ
か
、
長
軸
中
央
に
も
う
ひ
と
つ
小

さ
な
入
口
が
設
置
さ
れ
、
北
窓
を
持
つ
三
つ
の
部

屋
に
絵
画
の
一
部
と
胸
像
、
通
路
を
挟
ん
で
小
ホ

ー
ル
の
真
下
に
当
た
る
南
窓
付
き
の
二
室
に
磁
器

絵
が
展
示
さ
れ
た
。
一
階
の
下
に
は
半
階
分
の
基

壇
が
あ
り
、
南
北
両
サ
イ
ド
で
は
そ
こ
に
収
納
用

の
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。

退
位
後
の
緊
縮
作
業
と
な
っ
た
内
装
は
、
一
八

八
〇
年
頃
の
絵
は
が
き
を
見
る
限
り
、
凝
っ
た
装

飾
が
な
く
、
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
た
だ
、『
ギ
リ
シ

ャ
風
景
画
』
を
収
め
る
二
階
西
端
の
ホ
ー
ル
だ
け
は
、

風
景
画
を
明
る
く
見
せ
る
た
め
の
特
別
仕
様
と
な

っ
た
。
木
製
の
内
天
井
を
設
け
、
そ
の
上
の
天
窓

か
ら
入
る
光
が
一
旦
画
面
に
当
た
っ
て
か
ら
鑑
賞

者
の
眼
に
届
く
よ
う
に
し
た
、
パ
ノ
ラ
マ
館
に
似

た
形
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
屋
に
関

し
て
は
将
来
的
に
も
展
示
物
が
変
わ
る
予
定
は
な

図13 デュラン　『ノイエ・ピナコテーク外観（南東より）』　同時代のリトグラフ

図14 フォイト設計　ノイエ・ピナコテーク二階平面図
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か
っ
た
。

南
北
方
向
の
立
断
面
は
、

や
は
り
大
ホ
ー
ル
列
を
中

央
に
、
高
さ
も
幅
も
か
な

り
小
さ
な
副
次
空
間
が
両

側
に
付
く
三
廊
バ
シ
リ
カ

風
で
あ
る
。
東
西
両
端

部
の
高
さ
が
主
軸
部
の
低

い
方
に
揃
え
ら
れ
た
た
め
、

立
体
と
し
て
見
る
と
、
単

純
な
直
方
体
の
上
に
、
一

回
り
小
さ
く
中
央
部
に
採

光
用
の
窓
の
列
が
あ
る
層

が
載
る
形
を
し
て
い
る
。

建
築
自
体
も
内
装
も
控

え
目
な
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ

テ
ー
ク
で
唯
一
華
や
か
な

の
が
、
二
階
部
分
の
外
壁

に
巡
ら
さ
れ
た
大
フ
レ
ス

コ
画
群
だ
っ
た
42
。
そ
れ

ら
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

近
代
美
術
の
開
花
と
繁
栄
、

そ
し
て
そ
れ
を
も
た
ら
し

た
大
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
功
績
を
目
に
見
え
る
姿
で
残
す

は
ず
の
も
の
だ
が
43
、
二
つ
の
誤
算
が
生
じ
た
。
一
つ
目
は
、
フ
レ
ス
コ

画
は
堅
牢
と
は
い
え
、
戸
外
の
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
た
場
合
は
劣
化
が

早
く
、
完
成
し
て
そ
れ
ほ
ど
経
た
な
い
う
ち
か
ら
図
柄
が
不
明
瞭
に
な
っ

て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
絵
の
構
想
そ
の
も
の
で
あ
る
。
カ

ウ
ル
バ
ハ
は
、
宮
廷
肖
像
画
や
歴
史
画
の
作
法
に
適
っ
た
油
彩
画
を
描
く

宮
廷
画
家
で
あ
る
一
方
、
市
民
社
会
に
生
き
る
戯
画
的
素
描
家
の
一
面
を

持
ち
、
ゲ
ー
テ
『
ラ
イ
ネ
ケ
狐
』
の
挿
絵
、
精
神
病
院
の
患
者
た
ち
、
エ

ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
笑
画
な
ど
を
も
の
し
て
お
り
、
革
命
後
の
作
で
あ
る
こ
の

フ
レ
ス
コ
画
に
は
、
後
者
の
要
素
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
に
対
す
る
市
民
の
わ
ざ
と
ら
し
く
も
見
え
る
感
謝
の
身
振
り

（
図
15
）
や
、
旧
派
と
新
派
の
戯
画
的
な
戦
い
、
勲
章
や
叙
任
の
大
盤
振

る
舞
い
へ
の
皮
肉
な
目
、
ク
レ
ン
ツ
ェ
が
金
食
い
虫
で
あ
る
こ
と
へ
の
示

唆
、
石
造
に
見
え
る
建
築
が
、
実
は
レ
ン
ガ
を
積
ん
で
モ
ル
タ
ル
を
塗
っ

た
似
非
石
造
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
す
る
細
部
な
ど
、
美
術
の
繁
栄
に
尽
く

し
て
き
た
注
文
主
を
公
の
場
の
大
画
面
で
茶
化
す
よ
う
な
表
現
は
、
同
時

代
人
、
特
に
革
命
前
の
荘
重
な
様
式
を
代
表
す
る
シ
ュ
ノ
ル
ら
か
ら
批
判

を
受
け
た
44
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
技
法
の
耐
久
性
や
実
制
作
者
の
技

量
に
対
す
る
あ
る
程
度
時
間
を
か
け
た
検
証
や
、
下
絵
段
階
で
の
構
図
の

吟
味
を
行
な
っ
て
い
れ
ば
、
避
け
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ル

ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
美
術
王
国
に
対
す
る
批
判
の
表
明
を
黙
ら
せ
る
こ
と
は
、

も
は
や
不
可
能
な
時
代
と
な
っ
て
い
た
。

ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
も
ま
た
爆
撃
を
受
け
、
一
九
四
九
年
に
完

図15 カウルバハ　『ミュンヒェンの芸術家と市民によるルートヴィヒへのアルバム献呈』
 ノイエ・ピナコテーク外壁フレスコ画（北面東端）の小型油彩版　1853頃
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全
に
取
り
壊
さ
れ
た
。
現
在
の
建
物
は
、
ブ
ラ
ン
カ
男
爵
（Alexander 

R
aim

und Freiherr von Branca, 1911–2011

）
が
設
計
し
た
全
く
の
新

築
（
一
九
八
一
年
開
館
）
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
ト
の
建
物
は
わ
ず
か
な
図
面
、

写
真
、
版
画
に
よ
っ
て
、
外
装
フ
レ
ス
コ
画
は
カ
ウ
ル
バ
ハ
の
小
型
油
彩

画
に
よ
っ
て
、
伝
わ
っ
て
い
る
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
三
つ
の
美
術
館
の
建
築
す
べ
て
が
、
内
外
装
と
と
も

に
原
形
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
不
運
と
い
う
ほ
か
な
い
。

し
か
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
王
朝
の
消
滅
後
も
美
術
館
に
残
っ
た

部
分
は
、
関
係
す
る
人
々
の
尽
力
に
よ
っ
て
大
き
な
戦
禍
を
免
れ
、
後
継

者
た
ち
に
よ
っ
て
さ
ら
に
豊
か
に
さ
れ
て
現
代
に
伝
わ
り
、
世
界
中
か
ら

鑑
賞
者
や
研
究
者
を
集
め
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
に
は
近
接
地
に
新
た
な

美
術
館
が
、
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
を
継
ぐ
形
で
開
館
し
、
二
十
世
紀

以
降
の
現
代
美
術
、
建
築
資
料
、
デ
ザ
イ
ン
を
蒐
集
・
展
示
す
る
ピ
ナ
コ

テ
ー
ク
・
デ
ア
・
モ
デ
ル
ネ
と
な
っ
た
。

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
自
身
の
美
術
に
寄
せ
る
思
い
は
、
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ

ー
ク
定
礎
式
で
語
ら
れ
た
次
の
言
葉
に
よ
く
表
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

「
芸
術
は
贅
沢
品
と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
…
為
政
者
の
業
績

が
久
し
く
忘
れ
去
ら
れ
た
後
も
、
優
れ
た
芸
術
家
の
業
績
は
な
お

感
銘
を
与
え
、
喜
び
を
も
た
ら
す
の
だ
。」45

宗
教
も
王
権
も
移
ろ
う
も
の
で
し
か
な
く
な
っ
た
時
代
に
、
美
術
を
通
じ

て
永
続
す
る
も
の
に
近
づ
こ
う
と
し
た
稀
有
の
イ
ニ
シ
エ
イ
タ
ー
で
あ
る

王
の
言
葉
で
あ
る
。

註1 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
死
の
直
後
に
出
版
さ
れ

たJohann N
epom

uk Sepp, Ludw
ig Augustus, K

önig von Bayern 
und das Zeitalter der W

iedergeburt der Künste , Schaffhausen, 1869, 

が
、
同
時
代
人
の
目
で
デ
ー
タ
を
拾
っ
て
い
る
。
基
本
書
と
さ
れ
る

の
は
、
生
誕
二
百
周
年
に
出
版
さ
れ
たH

einz G
ollw

itzer, Ludw
ig von 

Bayern; Königtum
 im

 Vorm
ärz; Eine politische Biographie, M

ünchen, 
1986. 

近
年
コ
ン
パ
ク
ト
な
一
冊 K

arl Borrom
äus M

urr, Ludw
ig I.; 

Königtum
 der W

idersprüche, Regensburg, 2012, 

が
刊
行
さ
れ
た
。
彼

の
美
術
政
策
を
概
観
す
る
に
は
、
や
は
り
生
誕
二
百
周
年
の
展
覧
会
カ

タ
ロ
グ
と
、
関
連
す
る
論
文
集Johannes Erichsen/M

ichael H
enker 

(H
g.), »Vorw

ärts, vorw
ärts, sollst du schauen…

« G
eschichte, Politik 

und K
unst unter Ludw

ig I., A
usstellungskat., M

ünchen, 1986; 
Johannes Erichsen/U

w
e Puschner (H

g.), »Vorw
ärts..., Aufsätze, 

M
ünchen, 1986, 

が
有
用
。H

annelore Putz, Für Königtum
 und Kunst; 

D
ie Kunstförderung König Ludw

igs I. von Bayern, M
ünchen, 2013, 

は
、
財
政
や
政
治
の
見
地
か
ら
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
美
術
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ

を
論
ず
る
。

 
　

彼
の
作
ら
せ
た
記
念
碑
の
う
ち
主
要
な
も
の
と
関
連
文
献
に
つ
い
て
は
、

拙
著
『
ド
イ
ツ
の
国
民
記
念
碑　

一
八
一
三
年
│
一
九
一
三
年　

解
放
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戦
争
か
ら
ド
イ
ツ
帝
国
の
終
焉
ま
で
』、
東
進
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
を

見
よ
。
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
大
著
に
、C

hristoph W
agner (H

g.), D
ie 

Befreiungshalle Kelheim
; G

eschichte M
ythos G

egenw
art, Regensburg, 

2012, 
が
あ
る
。

 

　

王
宮
と
そ
の
装
飾
に
つ
い
て
は
、Eva-M

aria Vasem
, D

ie M
ünchner 

Reidenz unter Ludw
ig I.;  Bildprogram

m
e und Bildausstattungen 

in den N
eubauten, M

ünchen, 1981; G
erhard H

ojer, D
ie 

Prunkappartem
ents Ludw

igs I. im
 Königsbau der M

ünchner Residenz; 
Architektur und D

ekoration, M
ünchen, 1992; K

urt Faltlhauser/
Johannes Erichsen (H

g.), D
ie M

ünchner Residenz; G
eschichte – 

Zerstörung – W
iederaufbau, O

stfildern, 2006. 

シ
ュ
ノ
ル
に
よ
る
壁

画
に
つ
い
て
は
、
註
８
に
挙
げ
る
文
献
に
詳
し
い
。

 

　

教
会
堂
の
修
復
・
新
築
に
つ
い
て
は
、
一
部
は
個
別
文
献
が
既

に
出
て
い
る
：Jochen Zink, Ludw

ig I. und der D
om

 zu Speyer, 
M

ünchen, 1986; D
om

kapitel Speyer (H
g.), From

m
e Einfalt, hehre 

Kunst? D
ie Speyerer D

om
fresken von Johann Baptist Schraudolph, 

Ausstellungskat., M
ainz, o.J. (nach 2012); S t. Ludw

ig in M
ünchen; 

K
irchenpolitik, K

irchenbau und kirchliches Leben, M
ünchen, 

1995; Lebendige Steine; St. B
onifaz in M

ünchen; 150 Jahre 
Benediktinerabtei und Pfarrei, Ausstelungskat., M

ünchen, 2000–01.
 

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
王
位
に
あ
っ
た
時
期
の
建
築
全
般
に
つ
い
て
は
、

W
infried N

erdinger (H
g.), Rom

antik und Restauration; Architektur 
in Bayern zur Z

eit Ludw
igs I. 1825–1848, A

usstellungskat., 
M

ünchen, 1987, 

を
見
よ
。
な
お
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
文
化
財
保
護
お

よ
び
自
然
保
護
の
点
で
時
代
に
先
ん
じ
て
い
た ( G

ollw
itzer, op. cit., 

S.747f.)

。

2 

以
下
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
ま
で
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ハ
家
の
歴
史
に
つ
い

て
は
、
主
にH

ubert G
laser, W

ittelsbach; Kurfürsten im
 Reich – Könige 

von Bayern; Vier Kapitel aus der G
eschichte des H

auses W
ittelsbach im

 
18. und 19. Jahrhundert, hg. von Reinhold Baum

stark, M
ünchen, 

1993, 

に
よ
っ
た
。

3 

マ
ッ
ク
ス
の
代
の
王
国
形
成
に
つ
い
て
は
、
谷
口
健
治
『
バ
イ
エ
ル

ン
王
国
の
誕
生
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
国
家
の
形
成
』、
山
川
出
版

社
、
二
〇
〇
三
年
、
を
見
よ
。

4 
Sepp, op.cit., S.349, 

の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
王
太
子
は
、「
ミ
ュ

ン
ヒ
ェ
ン
を
、
こ
こ
を
見
な
け
れ
ば
ド
イ
ツ
を
知
っ
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
、
と
い
う
く
ら
い
ド
イ
ツ
に
栄
誉
を
も
た
ら
す
町
に
す
る
つ
も
り

だ
」
と
語
っ
た
。 G

ustav W
enng, Plan der königlichen H

aupt- und 
Residenzstadt M

ünchen, 1850, 

で
は
、
一
八
二
〇
│
五
〇
年
に
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
の
も
と
で
建
設
さ
れ
た
建
物
を
、
私
的
不
動
産
か
ら
色
分

け
し
て
地
図
上
に
提
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
で
き
た
「
公
共
建

築
」
が
一
望
で
き
る
。N

erdinger, op.cit., S.123; W
infried N

erdinger 
(H

g.), Leo von Klenze; Archtekt zw
ischen Kunst und H

of 1784–1864, 
Ausstellungskat., M

ünchen, 2000, S.31, 

に
カ
ラ
ー
図
版
あ
り
。

5 

感
動
し
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
そ
の
魅
力
を
讃
え
る
詩
を
遺
し
て
い

る
。R

aim
und W

ünsche, “Ludw
igs Skulpturenw

erbungen für die 
G

lyptothek“, bei K
laus V

ierneisel/G
ottlieb Leinz (H

g.), G
lyptothek 

M
ünchen 1830–1980, Ausstellungskat., M

ünchen, 1980, S.23–83, 
hier 23, 

に
引
用
。

6 
G

ollw
itzer, op. cit., S.99–103.

7 
拙
著
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
・
一
八
二
八
年
」、
前
川
誠
郎
先
生
記
念
論
集

刊
行
会
編
『
美
の
司
祭
と
巫
女
―
西
洋
美
術
史
論
叢
―
』、
中
央
公

論
美
術
出
版
、
一
九
九
二
年
、
二
七
五
│
三
〇
五
頁
、
の
う
ち
二
八
三

│
二
八
四
頁
。
そ
の
時
点
ま
で
の
文
献
は
同
論
文
註
28
に
提
示
。
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8 
Inken N

ow
ald, D

ie N
ibelungenfresken von Julius Schnorr von 

C
arolsfeld im

 K
önigsbau der M

ünchner Residenz 1827–1867, 
K

iel, 1978; Sabine Fastert, D
ie Entdeckungen des M

ittelalters; 
G

eschichtsrezeption in der nazarenischen M
alerei des 19. Jahrhunderts, 

M
ünchen/Berlin, 2000. 

後
者
は
祝
祭
棟
の
壁
画
に
つ
い
て
。

9 
ク
レ
ン
ツ
ェ
は
特
に
重
要
な
の
で
、
註
４
に
挙
げ
た
二
〇
〇
〇
年

の
カ
タ
ロ
グ
の
他
、
比
較
的
新
し
い
主
な
文
献
を
挙
げ
て
お
く
：Ein 

griechischer Traum
; Leo von Klenze der Archäologe, Ausstellungskat., 

M
ünchen, 1986; Adrian von Buttlar, Leo von Klenze; Leben – W

erk 
– V

ision, M
ünchen, 1999; Franziska D

unkel et al.(H
g.), K

önig 
Ludw

ig I. von Bayern und Leo von Klenze; Sym
posion aus Anlaß des 

75. G
eburtstags von H

ubert G
laser, K

allm
üts, 2006; Friedegund 

Freitag, Leo von Klenze; D
er königliche Architekt, Regensburg, 2013. 

最
後
に
挙
げ
た
の
は
、
註
１
に
挙
げ
たM

urr 

と
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
伝
記
。
な
お
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
ク
レ
ン
ツ
ェ
の
間
に

交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
、H

ubert G
laser (H

g.), König Ludw
ig I. von 

Bayern und Leo von K
lenze; D

er Briefw
echsel, 9 Bde., M

ünchen, 
2007–2011, 

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
非
常
に
大
部
の
た
め
、
筆

者
は
未
読
。

10 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
美
術
政
策
が
内
閣
、
宮
廷
、
国
家
、
公
的
機
関
に

も
た
ら
し
た
財
政
的
負
担
に
つ
い
て
は
、Putz, op. cit., 

に
詳
し
い
。

11 
Volker Plagem

ann, D
as deutsche K

unstm
useum

 1790–1870, 
M

ünchen, 1967, S.11–24. 

ド
イ
ツ
で
は
ほ
か
に
、
ザ
ル
ツ
ダ
ー
ル
ム

の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

新
編
成
と
カ
タ
ロ
グ
編
集
、
ポ
マ
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
の
マ
イ
ン
ツ
選
帝
侯

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
改
変
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

12 
G

udrun Sw
oboda (H

g.), D
ie kaiserliche G

em
äldegalerie in W

ien 

und Anfänge des öffentlichen Kunstm
useum

s, 2 Bde., W
ien/K

öln/
W

eim
ar, 2013, 

を
見
よ
。
第
２
巻
に
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
展
示
に

つ
い
て
も
紹
介
が
あ
る
（Th

om
as W

. G
aehtgens, „Auf dem

 W
eg zur 

K
unstgeschichte; Pigages und M

echels K
atalog der D

üsseldorfer 
G

em
äldegalerie“, Bd.2, S.476–497

）。

13 

鈴
木
杜
幾
子
「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
誕
生
」、『
画
家
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド　

革
命
の
表
現
者
か
ら
皇
帝
の
主
席
画
家
へ
』、
晶
文
社
、
一
九
九
一
年
、

二
六
七
│
三
三
四
頁
。

14 

ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
と
い
う
用
語
は
、
後
に
ギ
リ
シ
ャ
に
逆
輸
入
さ
れ
て

い
る
。

15 

グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、Plagem

ann, op. cit., S.43–64; 
Britta-R

. Schw
ahn, D

ie G
lyptothek in M

ünchen – Baugeschichte und 
Ikonologie –, M

ünchen, 1983; V
ierneisel/Leinz, op. cit.; N

erdinger, 
2000, S.238–249, 

を
見
よ
。

16 

ア
イ
ギ
ナ
群
像
取
得
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、W

ünsche, op. cit.

（
註

５
を
見
よ
）, S.49–72, 

に
詳
し
い
。

17 

当
時
は
美
術
館
の
館
長
や
修
復
監
修
は
、
セ
ン
ス
と
経
験
を
見
込
ん

で
美
術
家
に
任
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

18 

各
部
屋
の
順
序
と
名
称
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
左
側
か
ら
時
計
回
り
に
、

①
エ
ジ
プ
ト
の
間
、
②
初
期
の
間
（
南
西
角
）、
③
ア
イ
ギ
ナ
の
間
、
④

ア
ポ
ロ
の
間
、
⑤
バ
ッ
コ
ス
の
間
、
⑥
ニ
オ
ベ
デ
の
間
（
北
西
角
）、
⑦

神
々
の
間
、
⑧
ト
ロ
ヤ
戦
争
の
間
、
⑨
英
雄
の
間
（
北
東
角
）、
⑩
ロ
ー

マ
の
間
、
⑪
ブ
ロ
ン
ズ
と
彩
色
像
の
間
（
南
東
角
）、
⑫
新
時
代
の
間
。

19　

 

コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
の
内
装
に
つ
い
て
は
、
註
15
に
挙
げ
た
文
献
の
ほ

か
、Sabine Schulze, Bildprogram

m
e in deutschen Kunstm

useen des 
19. Jahrhunderts, Frankfurt/Bern/N

ew
 York/N

ancy, 1984, S.33–44; 
Frank Büttner, Peter C

ornelius; Fresken und Freskenprojekte, Bd.1, 
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W
iesbaden, 1980, S.125–223; D

ie G
ötter G

riechenlands: Peter 
C

ornelius; D
ie K

artons für die Fresken der G
lyptothek in M

ünchen 
aus der N

ationalgalerie Berlin, Ausstellungskat., M
ünchen/Berlin, 

2004–05, 
を
見
よ
。

20 

ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、Plagem

ann, op. cit., S. 82–89; 
Peter Böttger, D

ie Alte Pinakothek in M
ünchen; Architektur, Ausstellung 

und m
useales Program

m
, M

ünchen, 1972; Alte Pinakothek M
ünchen, 

K
atalog der ausgestellten W

erke, M
ünchen, 1983; Rüdiger an der 

H
eiden, D

ie Alte Pinakothek. Sam
m

lungsgeschichte, Bau und Bilder, 
M

ünchen, 1998; N
erdinger, 2000, S.282–290; Elisabeth H

ipp/
M

artin Schaw
e, D

ie Alte Pinakothek in historischen Fotografien, 
Ausstellungskat., M

ünchen, 2011, 

を
見
よ
。

21 

ス
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
貧
し
い
子
供
た
ち
を
描
い
た
ム
リ
ー
リ
ョ

の
風
俗
画
四
点
が
、
既
に
相
続
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い
た
の
が
目

を
引
く
。
う
ち
三
点
は
バ
イ
エ
ル
ン
系
か
ら
だ
っ
た
。

22 

展
示
品
を
区
画
ご
と
に
辿
る
デ
ィ
リ
ス
の
起
草
し
た
最
初
の
カ
タ
ロ

グ
（
一
八
三
八
年
）
が
、Böttger, op. cit., 

の
付
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

23 

デ
ィ
リ
ス
と
ク
レ
ン
ツ
ェ
は
、
展
示
予
定
の
作
品
を
選
定
す
る
と

ま
ず
計
測
し
、
必
要
な
壁
面
の
面
積
を
割
り
出
し
た ( Plagem

ann, op. 
cit., S.85)

。

24 

二
十
四
名
の
一
覧
は
、H

ipp/Schaw
e, op. cit., S.66f., 

に
あ
る
。

25 

ロ
ッ
ジ
ャ
の
内
装
に
つ
い
て
は
、
註
20
に
挙
げ
た
文
献
の
ほ
か
、

Schulze, op. cit. , S.55–64; Stefanie Bielm
eier, G

em
alte Kunstgeschichte; 

Zu den Entw
ürfen des Peter von C

ornelius für die Loggien der Alten 
Pinakothek, M

ünchen, 1983; Büttner, op. cit., Bd.2, Stuttgart, 
1999, S.61–152, 

を
見
よ
。

26 

東
西
第
二
〜
第
十
二
ベ
イ
の
対
象
は
、
東
か
ら
②
聖
墳
墓
の
解
放
を

呼
び
か
け
る
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
イ
コ
ニ
ウ
ム
で

の
勝
利
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ピ
サ
ー
ノ
、
③
チ
マ
ブ
ー
エ
、
④
ジ
ョ
ッ
ト
、

⑤
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
⑥
マ
ザ
ッ
チ
ョ
、
⑦
ペ
ル
ジ
ー
ノ
、
⑧
マ

ン
テ
ー
ニ
ャ
、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
、
シ
ニ
ョ
レ
ッ
リ
、
デ
ル
・
サ
ル
ト
、

⑨
レ
オ
ナ
ル
ド
、
⑩
コ
レ
ッ
ジ
ョ
、
⑪
ベ
ッ
リ
ー
ニ
一
族
と
テ
ィ
ツ
ィ

ア
ー
ノ
、
⑫
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
西
か
ら
②
聖
ボ
ニ
フ
ァ
キ
ウ
ス
に
よ

る
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
の
ト
ゥ
ー
ル
で
の
勝
利
、

シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
と
芸
術
家
お
よ
び
聖
職
者
た
ち
、
③
マ
イ
ス
タ
ー
・

ゲ
ー
ル
ハ
ル
ト
ま
た
は
十
三
世
紀
の
ケ
ル
ン
大
聖
堂
、
④
マ
イ
ス
タ
ー
・

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
・
ツ
ァ
イ
ト
ブ
ロ
ム
、
ホ
ル
バ
イ

ン
（
父
）、
⑤
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟
、
⑥
メ
ム
リ
ン
グ
、
⑦
ル
カ
ス
・

フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
、
⑧
ホ
ル
バ
イ
ン
（
子
）、
⑨
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
⑩
ク

ロ
ー
ド
と
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
⑪
プ
ッ
サ
ン
と
ル
・
ス
ュ
ウ
ー
ル
、
⑫
リ

ュ
ベ
ン
ス
。

27 

描
か
れ
た
美
術
家
に
つ
い
て
は
、Francis H

askell, “Th
e O

ld 
M

asters in N
ineteenth-C

entury French Painting”, Art Q
uarterly, 

1971, pp.55–85; M
ichael Levey, Th

e Painter D
epicted; Painters as a 

Subject in Painting, London, 1982, 

を
見
よ
。
ド
イ
ツ
で
は
デ
ュ
ー
ラ

ー
を
は
じ
め
と
す
る
美
術
家
崇
拝
、
ま
た
は
美
術
館
な
い
し
は
美
術
学

校
装
飾
と
結
び
つ
く
こ
と
が
多
い
。D

ürers G
loria, Ausstellungskat., 

Berlin, 1971; Plagem
ann, op. cit.; Schulze, op. cit.; 

拙
著
「
近
現
代
の

デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
」、『
言
語
文
化
』
第
28
号
、
二
〇
一
一
年
、
七
七
│

九
四
頁
、
の
う
ち
七
八
│
八
三
頁
、
を
見
よ
。

28 
R

enate Liebenw
ein-K

räm
er, Säkularisierung und Sakralisierung; 

Studien zum
 Bedeutungsw

andel christlicher Bildform
en in der Kunst 

des 19. Jahrhunderts, 2 Bde., D
iss. Frankfurt/M

ain, 1977, 

は
、
支

配
者
、
犠
牲
の
死
を
遂
げ
た
英
雄
、
芸
術
家
と
い
う
対
象
の
、
図
像
借
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用
に
よ
る
「
聖
化
」
の
ほ
か
、
三
翼
画
な
ど
の
祭
壇
画
形
式
を
世
俗
主

題
に
用
い
る
こ
と
に
よ
る
「
聖
化
」
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

29 

晩
年
に
な
っ
て
二
人
の
仲
は
修
復
さ
れ
た
ら
し
い
。
一
八
五
五
年
に

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
ロ
ー
マ
を
訪
れ
た
際
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
は
彼
が
「
今

や
す
っ
か
り
穏
健
で
友
好
的
に
な
り
…
我
々
の
関
係
は
最
初
の
時
に

戻
っ
た
よ
う
だ
」
と
友
人
宛
て
の
手
紙
で
述
べ
て
い
る
（Ernst Förster, 

Peter von C
ornelius; Ein G

edenkbuch aus seinem
 Leben und W

irken, 
2. Teil, Berlin, 1874, S.363

）。

30 

担
当
し
た
建
築
家
ハ
ン
ス
・
デ
ル
ガ
ス
ト
（H

ans D
öllgast, 1891–

1974

）
は
意
図
的
に
完
全
な
復
元
を
避
け
、
論
争
と
な
っ
た
。
そ
の
後

一
九
九
〇
年
代
に
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
さ
ら
な
る
変

更（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
カ
フ
ェ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
設
置
）

が
行
な
わ
れ
た
。H

ipp/Schaw
e, op. cit., S.35–38.

31 
H

erbert W
. R

ott, “D
ie N

eue Pinakothek; D
er Bau und die 

Sam
m

lungen Ludw
igs I.”, bei dem

s.(H
g.), Ludw

ig I. und die N
eue 

Pinakothek, M
ünchen/K

öln, 2003, S.42–81, hier 43. 

ノ
イ
エ
・

ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
ほ
か
、Plagem

ann, op. cit., 
S.127–130; W

erner M
ittlm

eier, D
ie N

eue Pinakothek in M
ünchen 

1843–1854; Planung, Baugeschichte und Fresken, M
ünchen, 1977; 

N
eue Pinakothek M

ünchen, K
atalog der ausgestellten W

erke, 
M

ünchen, 1982
4;  N

eue Pinakothek M
ünchen, Vollständiger Katalog 

der G
em

älde Bd.III: N
ach-Barock und Klassizism

us, M
ünchen, 1978; 

Bd.IV
: Spätklassizism

us und Rom
antik, M

ünchen, 2003; Bd.V
: 

Spätrom
antik und Realism

us, M
ünchen, 1984, 

を
見
よ
。
総
目
録
の

第
六
、
七
巻
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
よ
り
も
後
の
時
代
な
の
で
省
略
。

32 
C

hristoph H
. H

eilm
ann, “D

ie Sam
m

lung zeitgenössischer 
M

alerei K
önig Ludw

igs I.“, bei M
ittlm

eier, op. cit., S.121–138, hier 

124.

33 

購
入
元
の
年
代
順
リ
ス
ト
は
、M

ittlm
eier, op. cit., S.212–215, 

に

掲
載
。

34 

一
八
五
五
年
の
カ
タ
ロ
グ
は
、M

ittlm
eier, op. cit., S.173–204 

に

掲
載
。

35 

制
作
と
入
手
経
緯
に
つ
い
て
は
、Spätrom

antik und Realism
us, 

S.201–213, 

を
見
よ
。

36 

一
八
四
一
年
四
月
二
十
八
日
。Erika Bierhaus-Rödiger, Carl Rottm

ann; 
M

onographie und kritischer W
erkkatalog, M

ünchen, 1978, S.148, 
D

okum
ent 150. 

こ
の
時
期
、
カ
ウ
ル
バ
ハ
と
ロ
ッ
ト
マ
ン
に
も
プ
ロ

イ
セ
ン
王
か
ら
誘
い
が
か
か
っ
て
い
た
。

37 
Spätklassizism

us und Rom
antik, S.183–188. 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
時

代
の
バ
イ
エ
ル
ン
と
ギ
リ
シ
ャ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Reinhold 

Baum
stark (H

g.), D
as neue H

ellas; G
riechen und Bayern zur Zeit 

Ludw
igs I., Ausstellungskat., M

ünchen, 1999, 

が
包
括
的
。

38 

親
友
フ
ラ
ン
ツ
・
プ
フ
ォ
ル
と
と
も
に
空
想
し
た
理
想
の
女
性
た
ち

に
由
来
す
る
こ
の
作
品
は
、
プ
フ
ォ
ル
の
死
後
、
一
八
一
四
│
五
年
に

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
出
版
業
者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ナ
ー
が
油
彩
画

化
を
注
文
し
た
後
、
一
八
二
八
年
秋
に
『
イ
タ
リ
ア
と
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』

と
い
う
題
で
ロ
ー
マ
で
展
示
さ
れ
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
か

明
ら
か
で
は
な
く
、
筆
者
は
一
八
二
四
年
六
月
以
降
、
恐
ら
く
一
八
二

七
年
に
『
イ
タ
リ
ア
と
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測

し
て
い
た
（
拙
著
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
オ
ー
ヴ
ァ
―
ベ
ッ
ク
画
『
イ
タ
リ

ア
と
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
再
考
」、『
明
治
学
院
大
学
藝
術
学
研
究
』
第
20
号
、

二
〇
一
〇
年
、
一
│
一
七
頁
、
の
う
ち
四
│
七
頁
）。
そ
の
際
見
落
と

し
て
い
た
こ
と
だ
が
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
一
八
二
四
年
の
ロ
ー
マ
滞
在

時
に
画
家
に
対
し
、「
あ
の
女
性
の
姿
を
し
た
イ
タ
リ
ア
と
ド
イ
ツ
を
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油
彩
で
描
い
た
ら
い
い
の
に
」
と
言
っ
た
、
と
い
う
記
録
が
バ
イ
エ
ル

ン
州
立
中
央
古
文
書
館
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
（Rott, op. cit., S.28, 

日
付
は
三
月
二
十
四
日
）。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
段
階
で
は
ま
だ
素
描（
恐

ら
く
第
三
カ
ル
ト
ン
）
だ
が
、
主
題
は
既
に
決
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
こ
の
作
品
が
ヴ
ェ
ナ
ー
の
も
と
に
渡
っ
て

か
ら
三
年
後
に
、
四
四
〇
〇
グ
ル
デ
ン
と
い
う
、
サ
イ
ズ
の
割
に
は
高

め
の
価
格
で
買
い
取
っ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
も
思
い
出
の
作
品
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

39 

画
家
お
よ
び
こ
の
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、Bierhaus-Rödiger, op. 

cit., S.42–53, K
at.313ff.; C

hristoph H
eilm

ann/Erika Rödiger-D
irus 

(H
g.), C

arl Rottm
ann 1797–1850, Ausstellungskat., M

ünchen, 
1998; H

erbert W
. R

ott et al., C
arl Rottm

ann; D
ie Landschaften 

G
riechenlands, Ausstellungskat., M

ünchen, 2007; 

拙
著
「
カ
ー
ル
・

ロ
ッ
ト
マ
ン
の
『
ギ
リ
シ
ャ
風
景
画
』
サ
イ
ク
ル
」（
一
）〜（
四
）、『
明

治
学
院
大
学
藝
術
学
研
究
』
第
24
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
│
一
六
頁
、

第
25
号
、
二
〇
一
五
年
、
一
九
│
三
〇
頁
、
第
26
号
、
二
〇
一
六
年
、

一
│
一
五
頁
、
第
27
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
│
一
三
頁
、
を
見
よ
。

40 
K

atharina H
uys, Landschaftsm

alerei an der M
ünchner Akadem

ie; 
Ü

ber die Auseinandersetzung um
 ihren Status zur Zeit Ludw

igs I., 
M

ünchen, 2016, S.33f.

41 

王
の
称
号
は
保
持
し
、
年
金
は
五
十
万
グ
ル
デ
ン
（
在
位
時
の
収
入

の
約
五
分
の
一
）
と
な
っ
た
（M

urr, op. cit., S.165

）。

42 
 

外
装
フ
レ
ス
コ
画
と
そ
の
油
彩
下
絵
に
つ
い
て
は
、M

ittlm
eier, 

op. cit., S.49–62; Schulze, op. cit., S.83–96; Spätrom
antik und 

Realism
us, S.217–243; Frank Büttner, „H

errscherlob und Satire; 
W

ilhelm
 K

aulbachs Zyklus zur G
eschichte der K

unst unter Ludw
ig 

I.“, bei Rott (H
g.), op. cit., S.83–122, 

を
見
よ
。

43 

契
約
書
で
は
、
カ
ウ
ル
バ
ハ
は
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
内
装
用

に
、「
国
王
陛
下
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
た
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
を
起
点
と

す
る
芸
術
の
新
た
な
展
開
」
を
対
象
と
す
る
油
彩
画
十
四
点
を
制
作
し

（M
ittlm

eier, op cit., S.220, Q
uelle vom

 19.2.1847

）、
そ
れ
に
基
づ

い
て
外
装
大
画
面
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
完
成
し
た
の
は
、

東
側
短
軸
上
に
は
入
口
を
挟
ん
で
幅
の
狭
い
二
面
（
①
、
②
）、
南
側
長

軸
上
に
横
長
の
大
画
面
七
面
（
東
か
ら
③
〜
⑨
）、
西
側
短
軸
上
は
大
画

面
（
⑪
）
を
挟
ん
で
幅
の
狭
い
二
面
（
⑩
、
⑫
）、
北
側
長
軸
で
は
両
端

が
大
画
面
（
⑬
、
⑭
）
で
、
窓
の
間
の
狭
い
部
分
に
は
計
十
四
人
の
同

時
代
芸
術
家
の
全
身
像
が
、
東
側
か
ら
生
年
順
に
並
ぶ
。
①
と
②
は
諸

芸
術
の
擬
人
像
、
次
の
三
面
（
③
十
八
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
「
辮
髪
様
式
」

と
戦
う
新
古
典
主
義
者
と
ナ
ザ
レ
派
、
④
ロ
ー
マ
で
自
然
や
風
俗
、
あ

る
い
は
⑤
古
代
と
ル
ネ
サ
ン
ス
を
学
ぶ
新
時
代
の
ド
イ
ツ
美
術
家
）
は

繁
栄
の
前
段
階
、
南
側
中
央
⑥
は
、
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
の
フ
ァ
サ
ー

ド
を
背
景
に
、
古
代
彫
刻
や
壺
、
中
世
の
宗
教
画
、
版
画
を
提
示
す
る

人
々
に
囲
ま
れ
た
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
、
⑦
か
ら
⑫
は
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
注
文
を
受
け
て
制
作
に
励
む
、
絵
画
、
建
築
、
彫
刻
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
ブ
ロ
ン
ズ
鋳
造
、
磁
器
へ
の
絵
付
け
七
分
野
の
美

術
家
た
ち
。
⑬
と
⑭
は
、
美
術
家
た
ち
の
祭
で
、
あ
る
い
は
ミ
ュ
ン
ヒ

ェ
ン
市
民
が
「
バ
ヴ
ァ
リ
ア
」
完
成
の
折
に
ア
ル
バ
ム
を
奉
げ
て
、
ル

ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
を
讃
え
る
図
。

44 
Büttner, 2003, S.105f.

45 
G

ollw
itzer, op. cit., S.750; Büttner, 2003, S.83f.
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図
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ア
フ
ァ
イ
ア
神
殿
西
破
風
彫
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『
ト
ロ
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征
で
の
祖
先
の
功

績
（
女
神
ア
テ
ナ
の
も
と
で
戦
う
戦
士
た
ち
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紀
元
前
五
一
〇
│
四

九
〇
年
頃 　

大
理
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M
ünchen, G

lyptothek
図
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ク
レ
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平
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図
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ク
レ
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設
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ュ
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と
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Ａ
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ヴ
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か
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見
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ア
ル
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ナ
コ
テ
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一
八
四
〇
年
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電
気
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M
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useum

図
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ク
レ
ン
ツ
ェ　
「
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
二
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平
面
図
」　Klenzes 

Sam
m

lung architektonischer Entw
ürfe, 1847, Tafel 2 (Ausschnitt) 

図
８　

ク
レ
ン
ツ
ェ　
「
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
南
北
方
向
立
断
面
」（
中

央
が
主
軸
部
）Klenzes Sam

m
lung architektonischer Entw

ürfe, 1847, 
Tafel 3 (Ausschnitt)

図
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ク
レ
ン
ツ
ェ
設
計　

ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
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ク
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ロ
ッ
ジ
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八
三
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年
開
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天
井
部
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コ
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草
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八
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│
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四
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一
八
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│
四
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制
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三
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│
四
〇
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破
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前

の
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図
10　

ア
ル
テ
・
ピ
ナ
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側
第
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ジ
ョ

ッ
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破
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前
の
写
真

図
11　

カ
ウ
ル
バ
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エ
ル
サ
レ
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陥
落
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一
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四
六
年　

油
彩
、
カ

ン
ヴ
ァ
ス　

585
x

705cm
  M

ünchen, N
eue Pinakothek

図
12　

ロ
ッ
ト
マ
ン　
『
マ
ラ
ト
ン
』　

一
八
四
八
年　
（『
ギ
リ
シ
ャ
風

景
画
』
サ
イ
ク
ル
第
22
図
）
油
彩
、
白
蝋
、
ダ
マ
ル
樹
脂
、
錬
鉄
の
枠

に
モ
ル
タ
ル
と
漆
喰
の
パ
ネ
ル　

161,5
x

205cm
  M

ünchen, N
eue 

Pinakothek

図
13　

ゲ
オ
ル
ク
・
デ
ュ
ラ
ン　
『
南
東
か
ら
の
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ

テ
ー
ク
外
観
』　

一
八
五
三
年
頃　

ペ
ン
、
淡
彩　
　

M
ünchen, 

Stadtm
useum

図
14　

フ
ォ
イ
ト
設
計　
「
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
二
階
平
面
図
」 

石
版

画　

M
ünchen, Stadtm

useum

図
15　

カ
ウ
ル
バ
ハ　
『
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の
芸
術
家
と
市
民
に
よ
る
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
へ
の
ア
ル
バ
ム
献
呈
』
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
外
壁
フ

レ
ス
コ
画
（
北
面
東
端
）
の
小
型
油
彩
版　

一
八
五
三
年
頃　
　

油
彩
、

カ
ン
ヴ
ァ
ス　

73,2
x

178,3cm
  M

ünchen, N
eue Pinakothek

《
図
版
出
典
》

図
１
、
３
、
５　

W
ikipedia

図
２　

Volker Plagem
ann, D

as deutsche Kunstm
useum

 1790–1870, 
Prestel, M

ünchen, 1967

図
４　

Frank Büttner, Peter C
ornelius; Fresken und Freskenprojekte, 

Bd.1, Franz Steiner Verlag G
m

bH
, W

iesbeden, 1980



バイエルン王ルートヴィヒ一世の美術館

175

図
６
、
13
、
15　

H
erbert W

. R
ott (H

g.), Ludw
ig I. und die N

eue 
Pinakothek, Pinakothek-D

um
ont, M

ünchen/K
öln, 2003　

図
７
│
８　

Peter Böttger, D
ie Alte Pinakothek in M

ünchen, Prestel, 
M

ünchen,1972

図
９
│
10　

Elisabeth H
ipp/M

artin Schaw
e, D

ie Alte Pinakothek in 
historischen Fotografien, Ausstellungskat., M

ünchen, 2011

図
11　

w
w

w.sam
m

lung.pinakothek.de

図
12　

H
erbert W

. R
ott et al., C

arl Rottm
ann; D

ie Landschaften 
G

riechenlands, Ausstellungskat., N
eue Pinakothek M

ünchen, H
atje 

K
anz Verlag, O

stfildern, 2007

図
14　

W
erner M

ittlm
eier, D

ie N
eue Pinakothek in M

ünchen 1843–
1854, Prestel, M

ünchen, 1977


